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　2　フレネ教育学からの示唆
IV　研究の内容［実践記録より］

　1　友だちの声を聴くことから始まる
　　　　「朝のスピーチをその日のテキストに」（1年生通年帯単元）

　2　心とことばを重ねる
　　　　詩の暗唱～「はるにれ」写真絵本と「のはらうた」との語らい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1～2年生帯単元）

　3　なかまは，笑いでつながる
　　　　落語の世界（2年生秋から冬）
　4　思いやって育っ
　　　　物語を読む～劇作りへ（3年生秋から冬）
　5　人に育てられる
　　　　「老いを見つめる」ことから（3年生冬から春）
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　1　シティズンシップの基本
　　①意思を表明する権利
　　②協働的な意思決定
　　③相手の何かを好きになる
　　④自立的な賞賛や批判
　　⑤自治の苦労と喜び
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　　⑦創造することの尊重
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　3　参考図書

付録　公開研究会要項より指導案の抜粋（平成12年度～14年度「ことば」）
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学びあう関わりを鐸む敬霊

1　研究の目的

　「教窺は，そこに集う人々が掌ぴあう関わりを生みだしながら，ゆっくり時間をかけてシティズンシッ

プを育む場である」ことを，f固の自立を，なかまとの民ヨ三的な関係の中に見取る立場に立って自分の過

公3年間の授樂創りの過租を通して労えてみたい。

　教育課程は，学湖拙醇：要領に基づきながら学校ごとに総合的な学習等，捌意工夫できる時代になった。

倒の前の子どもに教えたいことと育てたいものを明確にし，学校独自のカリキュラムを創ることが求め

られている。ということは，甘い換えれば，教師にとって，子どもの学びの意義を真正に見据え，将来

に1司けてどう育てるかの資務が，より増したということである。

　そもそもr学ぶ」とは，どのようないとなみなのだろうかと吟味し，原点を問う必要があろう。

　また，公教育としての学校という場，教室という限定された空間に限って考えたときも，そこで「学

ぶ」ということは今後いウたい何をめざせばよいのかと考える必要もあろう。

　学校において基礎基本を身につけることが絶対の急務とされる世の中の風潮だが，何が基礎基本かの

識論は足りない。○○カがついたかどうかとパフォーマンスを評価することで教育の善し悪しを語るこ

とには落とし穴がある。ひとりひとりの子どもの心やからだと切り離せない内的でオリジナルな学びは

轍んじられがちになる。また，将来の社会を主体的に協働的1こ創る市民になる教育（＝シティズンシッ

プの教育）も，公権力による教育的価値の再生擁，効率重視の側面からは決して明らかになってこない。

私はそう考えている。

　関わりあって学ぷいとなみは，原因・結果で棚り切って説明できないほど，深く内面的に，他者とつ

ながっている。その，他者とつながる「つながり方」「状況そのものの創造」のところに，シティズンシッ，

プの課題が立ちあがる。ただ，シティズンシップの教育とは具体的に何なのか，その内容や方法は実践

的にほとんど明らかになっていない。特に小学校低学年ではなおさらである。なかなか目には見えにく

い「風土」や「精：神」に触れる部分だからだろうか。

　私は，授業における子どもの関わり，そこで生起する小さな出来事の意味に着目し，絡み合って混沌

とし，熟成するタイプの学びを時間をかけて見取っていこうと考えた。

　子ども達のことばや行動から，その場に生まれている学びを推し量り，関わりのなかに育ってくるも

のを記述するしごとである。教師と子どもで授業創りをした過程を，シティズンシッフ宥成の視点で考

察しなおすことによって，公共空間としての教室の課題が明らかになり，これからの姿が展望できるだ

ろう。それが本研究の仮説と目的である。

II研究の方法
1　学びあう関わりのモデルを定義する。

2　平成12年～14年に行った学習活動のうちの5つについて，子ども達の学びのみちすじをたどりなが

　ら，子どもが学んだこと，教師が教えようとしたことや学んだことを合わせて振り返り，検討する。

ただし，本稿では「ことば」という学習分野の実践を考察する。他の分野や領域との関連については

別の機会に論じたいe

3　教室での学びあう関わりを，シティズンシップの視点で考察する。

III研究基盤となる仮説

1　「学びあう関わり」の捉え方

　子ども達が学習しているときの姿を観察すると，その子の内面の働きの重要性が浮かび上がってくる。

子ども達が夢中で何かに入り込むときには「体が（自然に）動く」「やってみようと心が動く」などのキー
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学びあう関わりを育む教鋸

とするブレネ教育に出会った，，研究会に参加し，文献を読み，南仏のフレネ学校での研修やフレネ教育

を実践する公翫学校の見学に行った。

　最も示唆を受けたことは，〈能力〉よりもく興味〉により多く煎要性をもたせることを教育生活の基本

にする点だ。「く興味〉とは漢然とした，衷に現れにくい，試験でおしはかることのむつかしい，しかし

欝ってみれば，人問が働く時に見腐す1儲ぴを決定する何ものかである」からこそ，生涯いろいろなこと

を体験しながら生きていく煎禦なファクターになる。実際に，フレネの教師が仕嘉をする教室を訪問す

ると，様窟な学習材が：慨富1ご用意され，1妻1由作文から生まれる対話，手仕慕，学校間通信，コンフェラ

ンス（研究発炎）など，個々の興味が複合されながら市民として育っていく，その「技」が豊寓である

こと｝こ∫鷲力・さオしる。

　小さいときから自分の労えや行動に費任を持ち，それを表現し，まわりの人やものごととの関係を常

に編み直しながら，創造灼な思考・協働白勺なしごとをする人を育てる。私はフレネ教育のエスプリをそ

のように；涜みとってi爽践に生カエそうと考えた。

IV　研究の内容［実践記録より］

1　友だちの声を聴くことから始まる

　　…「朝のスピーチをその日のテキストに」（1年生通年帯単元）…

　1年生になったばかり。お互いの名前もほとんど知らない。でも「学校が始まって，珍しいこといろ

いろあるでしょう？みんなにお話したいニュ・・一スがある人，きっといますね？」と声をかけると，何人

か前に出てくる。

　仲良しどうしのおしゃべりとはちょっと違う学級全体を意識した雰囲気の中で，みんなに伝えたいこ

とがあるから諮るという自然な欲求に基づくようにして，毎朝，スピーチの時間を作る。

　8時半から始まる朝の会。学校の生活は先生の号令や説明ではなく，子どもの持ち込む話題で幕を開

ける。

　学校とは先生に教えてもらうことをただ覚えに来るところではなくて，自分で感じ，話し，考え，行

動することが第一に大切にされるところ。そういう，学びの主体としての実感行為者としての責任感

を育てる体験をたっぷりさせる。1年生の蝦初にこそ，自律につながる学習観をしっかり育てたい。

　スピーチしたいと思ったら，朝の会が始象る前に，ホワイトボードに名前を書いて予約しておくこと

にする。「おはよう！」と教室に入ると，『きょうのスピーチ』の予約用ホワイトボードに自分の名前を

ていねいにゆっくり書いている子，自分は話さなくても聴くことを楽しみに待つ子。子ども達は，お互

いの存在，その生活から紡ぎ出されることばに関心を向け始める。

　ベッドから落ちた話，初めて歯が抜けたこと，干からびたおたまじゃくし，帰りの電車で寝過ごした

事件，幼稚園で大好きだった先生に習った歌を披露する子もいる。

　聞き終わり，質問のやりとりをしたら，最後に「きょうはどれをノートに書こうかな」と問いかける。

みんなで決める。たくさんの声が上がるなかで，ひとつを選ぶ。子どもの多数意見を尊重するが，教師

の意図，指導したい事柄との関連も若干考慮する。

　話した子どもと相談しながら，スピー一一チの内容を3行程度の文章にして板書する。後期になると，5

行くらいになる日もあつたが，なるべく短くすることに心がける。そのとき，子どもの発することばを

できるだけ尊重する。書くときには，生活の話題のなかに出てくる漢字はあまり鷹躇せずに使う。板書

を子ども達はノートに写し，クーピーペンシルで絵を描き加えて「きょうのスピーチ」の1ページをて

いねいに創る。f友だち」「お母さん」「お父さん」「学校」「駅」「遊ぶ」などの漢字は入学後によく出て

くる。学年配当にあまりこだわらない。子どもにとっては「何年生で習うべき漢字かどうか」は，生活

から出発する学びのみちすじには関係のないことがわかる。話し言葉でよく使うことばだから，板書を

真似して書けたという興味と満足感を育てることができる。

　また，逆説的だがスピーチの内容を，みんなにわかりやすくと最初から話し手の緊張を強いない方が，

かえって聞き手の問い・応答が触発され，対話が増える。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

　例えば「きのう，はじめてひとりでセブンイレブンにやきにくのタレを買いにいきました」という短

いスピーチ。「そのとき何色の服を着ていましたか」とか「また行きたいですか」というような質問が出

る。その質問によって，スピーチの内容をめぐる状況が次第に明らかにされていくところがいいと思う。

共にことばで世界を創る・映し出すという作業だ。

　しかし，「初めて」に着目し，その価値をクローズアップするのは教師の仕事だろう。「初めてってい

うことはどきどきするし，うれしいし，わすれられないね。みんなも最近，初めて○○したこと，ある

でしょう～」と話題を広げる。

　「ある！ある11年生になって，初めての友だちが，やすおくんです。」

　これを聞いたときのみんなの歓声と，恥ずかしそうにうれしそうに真っ赤になった無口なやすおくん

の顔が忘れられない。「初めて」をめぐる生活に沿ったことばのやりとりを展開する。それが，自分たち

にとって意味あることばの世界を共有した感触になる。

　たとえスピーチが頼りないものであっても，それは個人の失敗とかマイナスポイントにならず，学級

のなかまの関わりあいによって補われ，満足のいく展開に成り得る。そういう可能性に満ちた経験は，

自分のことばで表現することへの安心感やなかまへの信頼を育てる。ことばはひとりの財産であると同

時に，みんなで世界を現していくものなのだ。

○朝のスピーチから生まれた学習テキストー覧

　　　　　　　　　　　　　　　　（平成12年4月入学～13年2月）

月 スピーチの題 興味の中心　　　1 指導した言語事項

4 かたつむり 友達の名前を覚えること ひらがな・カタカナ・数字

電車で寝た ・初めはスピーチをした全員の名前

なめくじ と題を板書，視写。3回目から1

ついてきたお母さん 一入で学校に来られるかな つ選んで文章を書くことを始めた

食べられたおたまじゃ おたまじゃくし集め

くし ・19字から始まり5月末までにひら

戦争 祖父母から聞いた戦争 がなは全部登場。

思い出のハーモニカ 思い出とは。 ・カタカナは2学期末までにヲ以外

5 アイスとかえる 再，おたまじゃくしを飼う は単語のなかで全部出てきた。

初めてのおつかい 一人でおつかいに行った経験

はなばたけ ～みたい。喩えの言い方 「喩える言葉」集め

バスジャック 世間を騒がせているニュース

モルモット ペツトの話 だっこしたときの感じを表す言葉集

おじぎそう めずらしい植物について め

しゃぼんだま しゃぼんだま遊びのこつ ふわふわなどのオノマトペ

ガラス けがをした経験

がいこつやま 夜見た夢の話

おともだち 入学して初めての友達は誰か 「初めて」のこと集めと，

フラワーアレンジメン

gいちご

みんなで折り紙のお花作り

ﾀが白から赤くなること

その喜び

たんぽぽっんだ 幼稚園で習った歌

プレステーション 声優をしているお父さん

6 ひみつきち 段ボールで遊ぶこと

ねこのみ一ちゃん ペットがソファでおしっこ

すずめ 通学中に見つけた事件

びちょびちょ ラーメンが鼻から出た笑い話

れんらくちょうばたば 雨の日の困った話
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掌ぴあう関わりを育む教宛
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11

くものす

手購

ゆうホしいカタカタ

アクロスティック

フツトボール

おにやんま

ビールがこぼれだ

あさがおの稲

お祭り

がらのせっけん

ドジョウ

ミイラ

歌の名人

さなぎにさなぎをつく

った

ママのねぼけ

死んだちょうちょ

あげはのさなぎがかえ

るかも

運転手さんも冬服

あかちゃん

秋の虫

季節はずれのあさがお

工離現場

点宇図書館

マラソン

ゆうぎ王カード

もんしろちょうの幼虫

犬がにげた

お守り

こおりおに

段ボールの宇宙戦士

おたのしみ会

ディズニーランド

キラキラのスライム

ハトのせぼねをしゃぶ

雨に光るクモの巣

トゥモローを乎循で。

ドキドキしたi活

名潮を使って。

楕円形のボールの飛び方実演

r死んだ」iとがどこでわか

るか？

お父さんお母さんの晩酌

花が枯れ尭後の様子，観察

ヨーヨー綿菓子などの話題
署鹸に絵を描く方法，実演。

ドジョウつかみの話。ドジョ

ウとは，どんなモノ～

上野のエジプト展の話題

好きな歌

黒あげはがさなぎから無事に

でてくるかどうか？

朝の忙しい家の様子

大事に飼っていても死んだ生

き物のこと，悲しさ

細かい観察

朝，都電の運転手さんが衣替

えをしていたことに気づいた

お母さんのおなかにいる赤ち

ゃんのこと

バッタがおでこにとまった笑

い話

今頃こぼれ種から芽が出てつ

ぼみまである。本当に咲くか

どうか？

学校の前のマンション建設

点宇とは。

大学生が走っていたこと

初めて交換したうれしさ

教室前の畑のキャベツにいる

青虫発見

飼っている犬のこと

おねえちゃんがくれた手作り

お守り

一緒に休み時間に遊ぼうとい

うお誘い

ハロウィンにっいて

提案により，クラスでお楽し

み会を計画することになった

くまのプーさんのこと

スライムの作り方

飼っている犬が公園でハトの

一6

「それ」指示語の使い方

身体で表し伝える言葉

自分や友達の名前を使った

ことばあそび

形の似たカタカナの指導

簿茶色など，色を表す言葉

集め

2学期から漢字使胴を開始。

9月のスピーチの中で出て

きた漢字…月，日，父，

．1：，木，花，水，人，大，

金，川，口，竹，山，火，

田，円，下，白
（漢数字）（曜日）

「　」の使い方

，犬左，校右，王正，学雨

一目休10

ｩ本

触ってわかる字

　，，足星，，早糸，，天草，，京

，林分東
…森色母11

ﾀ手空



お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

ってた 赤ちゃんを丸飲みして次の日

まで骨をしゃぶってた話

お寺のじゆず玉 じゅず玉のネックレス作り方

トゥモロー お姉ちゃんに教えてもらった

手話

さつまいもの汁 ふしぎな実験

ハムスター かっ車を回すハムスター

夜中の4時の流れ星 今夜の夜空の流れ星のこと

星座の本 いろいろな星座
12 年賀状 年賀状に俳句を書くという話 12月…年，赤，名，六

モルモットの赤ちゃん 赤ちゃんを触ってはいけない 年生，夕，冬，男，子，女，

こと 文，絵，字，先生，町
手作りローソク おじいちゃんに教わったアル

コールランプの使い方

ポコペン 六年生の真似をして覚えた遊

び

迷路 お楽しみ会の準備に夢中で夕

方4時に学校に来たこと
1 雪あそび 楽しかった雪 1月…学期，今年，千，

マジツク 手品の実演 万，雪，石，氷，家，個

ほう石のネックレス お母さんのふるさとアメリカ 遊ぶ，茶，家，私，紙

のおみやげ

しつこいお兄ちゃん 兄や姉の話題

おりがみコースター お母さんにおしえてもらった

16枚使う折り紙

チーチのホームページ 家のパソコンでみたもの

マジツク 手品の実演

紙ひこうき よく飛ぶ工夫

万げきょう 手作りの万華鏡，実演
2 くふうした万げきょう ビーズを入れるときれい 2月…入，光，店，気，

ラベンダーのリップけ 珍しい形のけしゴムのこと 今，出，青，思，

しゴム

ディズニーのかおりぺ いいにおいのペン

ン

どうメダル 野球の試合の銅メダル

また生まれちゃったモ

ルモットの赤ちゃん

○　子どものスピーチから生まれるテキスト，通年の実践を振り返って

①「易→難」という指導の常識について

　短作文からだんだんに書く量を増やしていくというような「少→多」の指導観，スピーチも最初は短

くてもいいからだんだんに詳しく，っまり，易しい（と大人が思うこと）から難しいことへという一般

的な指導の常識は，疑ってみる価値がありそうだ。

　子どもたちの身近なところにある言葉を学習の核にするという基本精神から考えて，関わりのなかで

発見されたことを，再び自分のなかに取り込み，それをまた外に向かって新たに発信する力を育てるこ

と，それら相互の関係を視野の中に収めて指導することが大切だ。個々の独特なことばの力が肯定的に，

かっ多様な回路でつながる場をつくるように心がける。そこで目には見えない豊かさ，言葉とそれを使

う人の心があたたかく育まれる。

　留意すべきことは，指導の系統性に子どもを合わせることではなく，話したり聞いたり考えたりする
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場を共建翻るカを臨場豹に脊てる努力であろう。

②認一チその留）が1糊不足だったe，よくわけがわからなくても・その後の質問や感想が活発で

　楽しく展瀾すること寮ある。4こで考えられることは，f理解」は「応答」のなかで起こっているとい

　うことだ。つまワ。ヂスピーチがち＊vと下手」という事異や失敗が，個人の力飛としてのマイナスイ

　メージ，1穿諮姥力のあるなしによる遡甥の意識にっながるのではなく，学級の仲間の補完によって，

　満足のいく結撫こ成り穏るという体験だ。これが互恵学習と言われるスタイルの実現ではないだろう

　カ㌔

③毎朝のスピーチを掌轡のテキストにすることによって，1年生で指導するべき言語事項は網羅でき

　ることが爽証できた。特にカタカナ鴛葉は最初からかなりの頻度で出てくるので繰り返し書くチャン

　ス那多い。子ども遷がよく使う生活の単鰹として学ぶことができる。

　濃宰については2月来で1Ge字を超えており，1年竺の学習内容として定められている90字はもちろん

のこと，「難しくても魯いてみたい。文の中で使いたい」という意欲に裏付けされて書くようになってい

る。生摺使罵灘彙として，教室での学びの文脈のなかで漢字を使う習慣が大切であることがわかる。

2　心と9とばを露ねる
　…詩の賠唱配「はるにれ」響真絵本と；のはらうた」との語らい　　（1～2年生帯単充）…

　手どもたちは，富分のもっている諮彙ではなかなか表せないものを，直感的に優iれた詩のなかに感じ

鞭うてi共感とともに自分のものにしていく。

　自身の書いた詩でなくても，どんな詩を選び取ってくるか，何を気に入って暗唱するかというところ

に，その子のr今」が表現されている。自分の今の心を大切にして欲しい。「ぼくは，しっかりしたおと

ながそばにいないと，何もできない」と言う2年生の男の子に「自分でやって大丈夫」「へた，と注意ば

力幻毒れない」どいう小さな陰i信を育て，徐々に自穣をうながしたのは，お気に入りの詩を探して写す，

そのことの繰り返しだった。すぐに発表できなくてもいい。心を映すことばをたくさんもつことだ。たっ

た8年しか生きていないのに，傷つき，すこやかな自信を自らに育て損ない，生きる気力に乏しい子が

いるnそんな子に，ぴたりと心に重なる詩との出会いは，たとえて言えば「薬」になる。

　詩の暗唱とsその発表交流を生活の中に習慣化するために，計画表を使う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　私が「計画表」を用いる目的は，2週間単位の・・一一一S人一入の自発

　　　　　　　　　　　　　　　　　的な学びのリズムを作ることと，それを基盤にした関わりを産み
量垂璽醇塾量逼　　　　　、鑑一
　　程1；｝卜5巨N算

ti　＃　　　　　　　　

誓窪こ轟鷲

祖藤極書う’
一炉・韓革塾軸匝章　匹：：：：：コ
1略莚e晋n・

一暮

恥

囎蟄皇智
y畳

樗難黙一

出すことだ。

　計画表は，そのときの子ども達の様態によって様々なタイプが

作成可能だろう。学級担任として，朝のイニシアティブ，みんな

のためのひと仕事から立ち上げることもあるし，「ことば」担任と

して専科的にこだわる視点でつくる場合もある。左のものはその

ひとつの例である。

　なぜ，計画衷を使うのか，そこをよく考える。目の前の子ども

達に，今，何をどう育てたいのか。例えば，「個劉の個性的な学び

をもとに対話を創り出したいゑら」「受け身の学習態度を，自発が

主人公だという自覚にもっていきたいから」など，誹画表を導入

する圏的を，教師がしっか夢把i握することから始まる。

　計画表はノノレマ表ではない。自分の学びのリズムを｝予測し，
　　　　　　　　　　羅嚢麟辮実行し，あとで振腿って評価し，次につな轟た翻ものだ。

　　当　≦一一一一一一一一一一一一　一一一’－　　　2一週澗で｝どのくらい進ぬられそう拶，子ども｝S自t5でまず計

　　　　　　　　　　　　　　　　画をたて，赤線でめもりに線を入れておく。1年生の夏頃から，

こOPような藩酉表で進あ鵜蒔潤をときどき蕪るようにした。三学ぷいとなみへの自律心を育てる試み

であ輪
　そして，燭溺馨蒔擾iと｛発i表i交蕊｛Z）B寺濁をi交互に設濤る。な勲でも、詩の購艦を，お互いに聞きあうこ

一暮一



お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

とを通して，子どもは友達の心を知っていった。

　　こころ　　　　　　　　こいぬ　けんきち　　（くどうなおこ「のはらうた」より）

　　　かなしいと　おもく　ひきずる

　　　うれしいと　かるく　はためく

　　　しっぽは　ぼくの　こころだ

　S子（1年生）はこの詩が一番のお気に入りだ。他にいくつも好きなものはあるけれど，この詩を口

ずさむと何だかじわ一っとうれしくなると言う。

　　…「こころ」の詩は，「しっぽはぼくのこころだ」ということばと，だい名の「こころ」ということばが，とても人

　　のこころにひびく気がして，この詩を心にのこしました。私からのおすすめです。ぜひあんしょうしてください。（S

　　子自作のアンソロジーの後害きから）

　おとなしくて授業中に手を挙げて意見をいうことなど，なかなかできない。みんなの前で話すなんて，

よほどのことがなければ恥ずかしい。S子にはそんな面がある一方，一一一Wt車が得意でバイオリンのレッ

スンも大好きな，ひそかなやる気のある子。S子の選ぶ詩にはこんなものもあった。

　　　　はるがきた　　　　　　　　うさぎ　ふたこ　　　（同上）

　　ももいろの　すきとおる　みみに

　　きこえてくる　はるのひびき

　　おかのうえから　らんらん

　　たんぽぽの　ふかふかの　うた

　これに対しては「春の風の感じ方。とてもやさしい春が来たと思うとすごく心にひびきます」とコメ

ントしている。S子の選んだ詩からもうひとつ。

　　　　　ためいき　　　　　　　　すみれ　ほのか　　　（同右）

　　やわらかい　はるのひは

　　ためいきが　にあいます

　　おもいだせそうで

　　おもいだせない……そんな

　　うつくしいもののための

　　うつくしい　ためいきが

　担任の私も学級のなかまたちも，S子の選ぶ詩を通してS子のいつも新しい姿かたち一それは見えな

い心のなかにあってやわらかくてうまくつかめない一の感触を知っていく。西口敏治「詩が大すきにな

る教室」（1995）さえら書房には，このように書いてある。

　　　学校は，教科書に書いてあることや先生の言うことを，そのまま受け入れてためこむ場ではなく，もっと自分を表

　　現し，主張する場に変わる必要があります。自分を表現し，主張していくことは，生きていくことそのものです。「い

　　やだ」とか「やめてくれ」とも言えないままに，死んでいった子のことを考えると，自分を表現する回路は，いくえ

　　にも用意されていることが必要です。せまい意味での詩の指導についても考えなおしてみる必要を感じています。一

　　つの詩をていねいに鑑賞したり，詩の鑑賞のしかたや技法について学ぶことはもちろん意味のあることですが，その

　　まえに，このくらいたっぷりとことばの中にあそび，ことばとまじわり，詩をとりこんで，からだぐるみ楽しむべき

　　だと思うのですが，どうでしょうか。（P155より引用）

　からだごとリズムにのって楽しんで，詩をいっしょに口ずさむ姿には，ともに居るうれしさも溢れる。

好きで気に入っているということが，内容の共感的な理解ヘエネルギーを生み出す。

　暗唱を聴きあうといういとなみは，「暗唱する」という能動的なしぐさの向こうにある，他人の声を「き

く」ことへの注意深さを育てている。発表する側を「動」とするなら，それを聞いてまわりの場の雰囲

気を創っている「静」のなかに，予測しなかった発見一創造一がある。

　例えば，何を考えているのかわからないような，自分のことばがなかなか出ないR男が暗唱する詩に，

みんながはっとする。

　　　　　あざみ　　　みずかみかずよ

　　じぶんを花火にして打ち上げます

9



学びあう関わりを胃む教箆

　　　ヒツジ　　　　　　fJlどみ‘ちお

紙に

バカ

オタンプツ

アンポンタン

とかいて

輝の先につLNつりてやった‘う

メ・一メt・v一ウメF－“

とたべてし」三t）た

モの掴のずずしいこと

うかんでいたわた1懸を

いつの＃こにかたべてし該った

1腎蜘のようだ

たべられたのは紙ではなくて

にEくという名の

アンJ1ミ「ンタンではないかと思われてくる

無口な子どもが，詩のことばを惜りてする宙己主張は，学級のなかに名状しがたい衝撃波を広げる・

「おもしろい。どうしてその涛を選んだのですか？」と，尋ねる子がいる。

「……’”o」　（R）

「どこで見っけたのですか～」

「図轡館」（R）

R男は応答し，説明することばがほとんどでない。でも，暗」唱する詩のことばの中に繰り返される，バ

カ，じぶん，ぼく，うそなどのことばが，聞いている側に残像のように残る。高村光太郎の「根付けの

1週」を暗曝したとき，ある女の子がたずねた。（魂をぬかれたようにぽかんとして／自分を知らない／こせこせし

た／命のやすいノ見栄坊な／小さくかたまって／収まり返った／猿のような／狐のような／ももんがあのような／だぼ

はぜのような／めだかのような／鬼瓦のような／茶碗のかけらのような日本人…一部引用）。

「どうして，そういう詩をいつも見つけられるんですか～」

詩のことばについてのやりとりは，感想として語られるが，聞いた結果を表現したのではなく「他者を

理解するという学び」の出発の1瞬間のJ；うに思われる。「図書館でぼくと同じ名前の人だなと，詩集をず

一っと見ていて，これがいいと思った」と答えたR男。初めて，自分を語ることばを，相手に触発され

て，つむぎ始めたのだ。心がふと留まることばをきっかけにして，学びあう関わりがさまざまに編み直

されていく。

　また，ときには，ことばが学びの空間にリズムのよい心地よさを醸し出すことがある。詩を聞いてい

る子どもたちのからだに，ことばのリズムがすうっと入っていく状況に出会うことがある。

　　　　　すみれ魯こもりうた　　　　すみれほのか　　　（のはらうたより）

そより

ひらり

はらり

ふわり

きらり

さら弓

ゆらり

iまろウ

いま

ねLむい

h）ぜ力書　、ふいてくる

　はなカ｛　ゆオτている

　ゆめが　ひらいたね

　まるい　ねむりだよ

　ひざし　ふりそそぎ

　かわが　ながれてる

　ゆめ撰　ひろがるね

　ふカ｝い　　ねむりだよ

せかいは　すみれ色

　巻の　こもりうた
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学びあう関わりを育む教驚

の冬。「はるにれ」という掴音館の写輿絵本を学翌材にしてみたいと私は考えていた。北海道の草原にす

くっと立つ，すがすがしいはるにれの木の闘畢折々の姿。文字のない，その絵本に，子ども達の想像で

お1活を作ったらどうだろう，はるにれと籍る動物になウて想像の物語を作ってみようか，そんなことを

考えていた。ヒントにしたのは，同じ写真家の姉崎…馬さんが谷川俊太郎さんと作った「ふたこのき」。

寄り添って立つ二本の山桜の木衡1と弟）が，寮節の移ろいの中で愛や別才し，いろんなことを語り合う，

心に沁みいるように災しい尊輿絵本だ。残念ながらもう絶版になっているのだが。私はそれを子どもに

説んで見せながら，「はるにれ」でも瑚じように創造ができないかと思っていた。

　しかし契際にやウてみると，う京くいかない。「雪が降りました。はるにれは寒くてこごえそうだと小

さな声で智いました」という綱子で，子どものことばは写真の説明になってしまうe風景や細かい木々

の枝先の葉などにも鐸を向けさせ，想像を喚起したが，イメージはなかなかふくらまない。子ども達は，

お1ヨ様や錘やアリになって薯んでノートにストーリー一を桝いては「できた，できた」と読んでくれるの

だが。

　さてこれはどうしたらいいかと私が行き詰まっていたある日「のはらうたが似合うかもしれない」と，

1＜男が意った。「あ，なるほど！」

私は・尋ねた。「この写輿だったら（秋の空のところ），どの詩～」

すると，「そうだな一…。ぼくは，こっちの醤最色のページ（輝くような雪の朝のところ）の方が好きだ

けど」と1＜男ロ

　「そうか1好きな写ンエに，ぴったウくる好きな詩を探してみればいいんだね」

急に，話が進んだ。K男のアイデアをみんなに伝えると，「よし1」という感じでそれぞれ「あれがい

い。これがいい」と意見を君い始めた。

　（自分で「お話作り」するのが難しかったから，いろいろ迷ってて「のはらうた」が浮かんだ）と，後

でK男は言っていたが，そのヒントによって「はるにれとなかよしの，のはらのなかまたち」という2

年2組全員合作の，世界に一つしかない物語が誕生することになったのだ。工藤直子さんの「のはらう

た」金魂巻をたくさん暗唱していた子ども達だったからこそ，結びついたできごとだろう。

（夏のはるにれに向かって〉

ひなたぼっこ　　こねずみしゅん

　でっかい　うちゅうの　なかから

　ちっぽけな　こねずみ　いっぴき　みつけだして

　おでこから　しっぽのさきまで

　あたためてくれるのね

おひさま

ぼく　どきどきするぼど　うれしい

〈月夜のはるにれに〉

　はっけん　　　ふくろうげんぞう

よる1こなると

あたまも　めのたまも　ひかってきて

いろんなことを　はっけんする

ゆフベは

　「うちゅうのふところも　でかい」

ということを　はっけんした

しんはっけんであった
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3　なかまは，笑いでつながる

　…落語の世界（2年生秋から冬）…

　ことばで遊ぷというのは，昔から脈々と伝えられてきた文化であると共に，いつも新しく生まれてい

る現在進行形。でも学校ではまじめが価値とされてきたから，なかなか「笑いそのもの」の工夫を学ぶ

ことはなかった。お気に入りの詩を選んで暗唱するということを続けていると，おかしな詩，笑える詩，

笑ってもらえるような詩はないかと，せっせと探してくる子がいる。それを聞き，笑い混じりに共有す

る聴間を，子ども達はとても生き生きと過ごす。

　せんきょの車　　　　　　　　「ユーモア詩集」より

　　せんきょの人が

　　　にこにこして手をふっていたので

　　　ぼくも

　　手をふりました

　　　そしたら

　　　「こせいえんありがとう」

　　　と言われた

　　　ぼく

　　　5千円巷んかあげてないよ

　洒落が好きなM（2年生）はこういう詩に目がいくeでも，いざ，選んだ詩を発表しても，おもしろ

さがストンと落ちるようになかまと分かち合えないことが多い。発表する側は笑っているのだが，聞き

手に笑いはなかなか広がらないものだ。ことばあそびの笑いを，善さとして共有するにはどうしたらよ

いのだろうか。

　ことばで遊ぶ感覚を，質のよい笑いと一緒に育てたいものだ。

　「笑う一瞬」をつぶさに見ていると，ちょっとずれて「笑えない子」は，笑える状況を瞬時に理解して

いないのだ。おかしみを感じ取る，それを共有できると楽しい。

　落語をとりあげることを私は考えた。

　お正月の新春顔見せ寄席，浅草にでかけて私が楽しむ。映画と違って，おいなりさんでも食べながら

1日中座って遊んでいられる寄席の文化。365日休みなし。上野広小路へも行った。寄席で「子どもを連

れて来てもいいですか？」と聞くと，「どうぞ。600円です」と言われるが，「あのう，40人なんですけど」

と言うと，受付の人は難しい顔。集団では他のお客さんの迷惑になる，大人向けなので小2ではわから

ないだろうと断られる。どこの寄席でも同じ。（残念だ。しかたがないから休みの日に家の人と行ってみ

てくださいとするかな）と，まず，落語との出会いを学校で作るという最初のところで，つまついた。

落語絵本を子どもに読んで聞かせた．私｝こは演じることはとてもできないが「じゅげむ」「めぐろのさ

んま」「まんじゅうこわい」など。落語は初めてという子ばかり，近くの区立図書館から，子ども落語関

係の本をまとめて借りて教室に置いた．子どもも「おじいちゃんの家にあった」とか「本屋さんで見つ

けてお母さんに買ってもらった］など落語に目を向け始める。カセットテープに入っている「古典落語」

もみんなで聞いた。が，江戸時代の文化あれこれを知らない子ども達にはぴんとこない話もある。普通

は笑わないような変なところで笑ったりして，オチは意味不明でもそれなりに「おもしろかった」と言

うから．S・しぎ。声や言い回しのおもしろさだろうか。でもやはり，本物と出会わせたい。

　「寄席に行かせてもらうのは無理でも，何とか，落語を聞かせてもらう手はないか」と，再度たずねる

と，ああこの前の先生ですねと言って「直櫨話してみてください」と落語協会を紹介してくださった・

放課後，上野まで，相談に行くe
　会って話してみればあれこれと話がはずみ，落語協会のビルの2階で，寄席を特別に作りましょうか

と協会の方が提案してくださった。ありがたい！でも費用が心配…。子ども一人500円でいいと言ってく

ださる。高校のクラブ活動の顧問や，中学の国際理解講座で落語を噺したりしている柳亭燕路師匠さん

が，子ども向けに樋任だから都合を聞いておきましょう・いっ小学生さんは来られますか～と・とん

とん拍子に話がまとまった。
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掌ぴあう僕1わりを胃む教窺

　2年盗3クラスそれぞれ，別々の日に，学校から路線バスにのって落語を聞きに行ったeパスの中で

知らないおばあ毒んに「どこかに見1≠1？」と聞かれて，よしこは「上野までみんなで落語を聞きに行

く」tsおばあきん「まあ，粋なこと」。……バスを飾りると「先生，粋（いき）って何？」。「かっこいいっ

ていう態じかな」燕路さんにそのできごとを踊すと，「粋っていうのはね，こういうふうに落語をちょい

と聞きましょうかねって，ぷらt）とお出かけしてくることそのもの。…では，始めましょうか」

　噺家さんは子どもたちに，Slず，しぐさをよく見て想像することを教えてくれた。

　「薫かしたての”tんじゅう。うSlそうだねえ。ちJ；いと割っていただきましょうかね。ほ一ら・あんこ

がこ一んなに…」

　落1悟はひとりで正座して硝子と手ぬぐいだけを小道具として話す話芸。子どもたちはその名入芸に・

園の前にまんじゅうがあるかのように思いこみ，「あ，あんこが見えた」「食べた一い」と興曹。

　i落諮はi』聞く．1のではなくてr見る」ものだよ，と教わる。目の動き，身体の向き，熊さんと八さん

のやりとりは，確かに「見て」味わうもの。

　まるで生きている八っあんやたぬきが，そこにいるかのように引き込まれ，笑いすぎで身もだえし，

噺の世界にみんなで，はまった。

　i階噺す」というのは，その場にいる人（お客）の気配を敏感に受け止めつつ進めていく一期一会のでき

ごとだ。ことばって，話芸って本幽に奥が深くておもしろい。

　小噺を教えてもらって帰ってきた。

　それからは教霊にカラーボックスで高座を作り，座布団にかわるがわる座っては落語遊びが始まった。

　　　大ll母1ヨのおはなし

　大1麟三1の夜，犬とねことねずみが語をし翫した。

　犬が醤いました。「あしたは，わんたんだワン」

　ねこが，「わんたんって，ニャー一に？」

　すると，麓根拠で、ねずみが「チュいたち，チー＝いたち1」　　　　　（深々と礼〉

　文宇で轡くと何でもないが，これは何人やっても同じようにはならず，その都度可笑しい。声の調子，

大きさ，抑揚，聞の取り方。そして話す時の表情，顔の向き。何回でも新しい笑いのツボが見つかる。

笑いが進化する感じがする。子どもはつぶやいた「これ，ほんとに笑える！」。

　あるお母さんから「知り合いに落語家さんがいる」という情報が届いた。小学校に来てくれるらしい。

さっそく連絡を取る。三遊亭京楽師匠さんは，アメリカで英語で落語をやったり，手話やいろいろ新し

いスタイルの落語を広めるなど，積極的に取り組んでいらっしゃる方。せっかくのチャンス，2年生の

子ども達だけでなく保護者にも来て楽しんでもらおう，他学年にも知らせようというように，お客さん

の輪が広がった。

　このように落語を楽しんで数ヶ月。丁男は，新宿の寄席におじいちゃんと出かけ「平林」を覚えるこ

とに挑戦し始めた。そんな子ども達の様子を伝えたところ，燕路さんが，教室に来てくださることになっ

て，さらに新しい展開となる。

　教室では，燕路さん「みんな落語の勉強すすんだそうですね，どれどれひとつ聞かせてもらいましょ

うかね」と切り出して「めったに貸さないんですけど，羽織を，ほら（すっと，脱ぐ），（さっと，かず

おに着せる）どうです？」と，雰囲気を盛り上げてくれる。

　覚えてきた落語を一生懸命に話す丁男。

　うれしいことに，まわりからどっと笑いが起きた。

「うまいね。ところできみの一番好きな食べ物は何？」

r…ステー一キ」　　　　　　　　　　　　　　　　・

「よし，じゃあ，ここでステーキ1って思いっきり叫んでごらん」

「ステーキ！1

fそうだ，その声で，いってみよう」

噺家さんの楽しくて的確なアドバイスに，丁男もまわりも，学ぶことは大きかった。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

　技を教えるというのは，こうやって，ひとりひとりの状態をさっと掬い取ってほめて，よりよい方向

をちらりと見せることなのだ。高みへの手がかりをちょいと示し，「あとは，考えてね」という引き際も

見事だ。

　そして，その日，「学んだことを5・7・5・7・7・にまとめてごらん」という私の要求に対して，

子ども達はこう答えた。個々の学びは短冊に簡潔に表現された。

　　えんじさん　落語’話の　名人だ

　　　　いろんな話　頭につまる　　　（ひろき）

　　落語はね　わらって楽しむ　おはなしだ

　　　　わらってころんで今も昔も　　　（ななご）

　　　ももたろう　ももではなくて　芋だった

　　　　ばあさん食べて　わらいとまらず　　　（けいと）

　　　落語はね　げらっとわらう　おもしろい

　　　　江戸時代から　あるんだからね　　　　（ゆうき）

　　　えんじさん　いっぱい落語　おぼえてる

　　　　こわいはなしも　おもしろすぎる　　（かずお）

　　　落語はね　おもしろいけど　かんがえる

　　　　そのえんじさん　　名人ですね　　（ともみ）

4　思いやって育つ

　…物語を読む～劇作りへ（3年生秋から冬）…

　3年生の2学期，創造活動（総合的な時間）で課題別選択学習をした。約20時間。

　学年全体（120人）が，昔調べ・夢の箱・ちょっと変わった自己紹介・劇・手作りタペストリーの5つ

のテーマに希望ごとに分かれた。テーマは担任4人が得意分野を話し合って，子どもと共に創るならこ

れだというものを出した。私は劇を希望して担当。学年協力担任制を生かし，学級ごとの壁をとりはら

う。課題選択のねらいは，子どもの意欲を尊重して同じ目的をもつ者どうしで協働して何かを創り出そ

うということだ。

　私は，劇をやってみたいと集まった38人と話し合った。

「どういう劇にするか。内容から話し合って作っていくか～それとも，台本をもとにやっていくやりか

たにするか？」　　　　　　　　．

「発表するかどうか？」

「うまくいったら，お客さんに来てもらう。うまくいかなかったら，発表しない」

「もし，発表するとしたら，そんなに時間ないから，台本を利用した方がいい」

　3年生は，学校生活の流れが分かってきているから，現実的に考えることができる。12月初めごろに

発表するとして1ヶ月くらいしか時聞はないから台本からすべて創っていくのは無理と判断する力があ

る。私も「体育館の舞台を使うことは可能。」「週に2～3時間しか練習はできない」と口を挟んだ。台

本はどうするか。図書コーナーの演劇の棚などをみんなで見たが，これだというものはない。

　「おひさまパー，雨がチョキなら風はグー」（成城学園劇の会脚本より）を私が提案した。

森の申で，風の子とお購の子と雨の子が「どちらが強いか」とけんかをした・からからに干上がったウ・びしょびしょ

になってカビがはえた1）　，風に吹き飛ばされたりして森の動物たちが困り「これじゃ一生きていけないよ1」。最後には「み

んな強くて弱いのよ。グーチョキパーみたいにね」と仲良くなるお話。

Y男の変化を追ってみよう。

＜物語を読む段階＞

　Y男は読む力があまりないので，文字をゆっくり追うのが精一杯・みんなの音読みのスピードにっい

ていけない。

　17ぺ＿ジもあるので，自分で最後まで通して目で読むことができない。せりふごとに順番に（誰がど

こに当たるかわからない）役割読みをするときも，目は台本を離れ，きょろきょろしてしまう。だから
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掌ぴあう関わりを轡む教廠

肉分の番になっても，もうどこを続んでいるのかわからなくなっていて，隣の子に「ここだよ」と指さ

してもらって，やっとのことでたどたどしく小さな声でi診11む。

　全員で全体を訓輔涜み通して，だいたいストー一リー一をっかんだ。

　（Yは劇がやりたくてこのグループに来たのだから，台本を読む段階で大変でも，いやになったりはし

ないだろうけど…）と，私は心配になりながら「家で，もう一度ゆっくり読んでごらんね」と，言った。

うなついていたが，爽行したかどうかはわからない。

〈配役を決めていく1i姥階〉

　麺して説んでいるうちに，多くの子どもはやりたい役どころのイメージができてきて，あれこれ希望

を揖うようになった。「爾の子がいいな一」「ウリボウにする！」など。

　そこで，まだ闘定はせずに，やりたい役の所を毎回自分で決めてそれぞれ読んでいくことにする。

　Y男は，どう氾ったか。…参加しないのだ。いや，できないのかもしれない。目で文字を追って行け

ないから，胱み担蜘場所が次々変わる流れに桀れない。

　2凹，3四，説み含いながら進む。役を’変わってみていいよと言いながら，役割読みを繰り返す。（い

つ，加わるか？）期待しっっ心配しているがまだだめだ。

　ただ，自分で文字を見ていない代わりに，友だちが入れ替わりに読んでいく展開を楽しそうに聞いて

いる。教室のあちこちから声が飛び交うので，あっちを見たりこっちを見たり，声のする方に顔を向け

て，物諮の世界を，外野席にいるけどゲームを楽しんでいるような感じで楽しんでいる。すじは頭に入っ

ているのかもしれないな…と，患う。説む子はもうすっかりその気になって読んでいるから，役ごとに

「らしさ］が出てきて，聞いていて何役が何をしているところなのか，動きが見えるようになってきて

いる。

　隣のG男が，こそっと言っている。「Y，何やる？」。G男は，　Yが読みに加わっていないことを知っ

ているeY「……」。

私「Gは，たぬきだね？」（さっき，そこをうれしそうに読んでいたからわかる）

G「うん！」

私「Yは，まだ，迷ってるみたいね？」

Y「……たぬきでいいよ」

私「で，いいよ，じゃなくて，たぬきがいいよ，なら，いいけど」

Y「たぬきが，いい」

G「たぬきにしようぜ！」

Y（にっこり）。私もにっこり。「じゃあ，もう一回，みんなで読んでみよう」

　勝手に，やりたい役になって読んでいると，たとえば一匹のリスのせりふを3人で言うようなことに

なり，速さや間の取り方が微妙に違うので，当たり前のことだが「やりにく一い！」「一緒じゃ，かえっ

て読みにくい」という意見が出てきた。

「そろそろ，役決めしようよ」「そうだそうだ」ということになる。

〈役が決まって，舞台で動き始める段階〉

　「風の子やりたい人？」「は一い」というように，希望者優先で決めていくe8つの役があるが，人数

はばらつきがあっても大丈夫なので，ほぼ希望したところに決まる。

　その日Yは風邪で欠席だった。困ったなと思っていたら，「たぬきだよ，このまえそう言ってた」と，

まわりが知っていて，一一応そういうことに決定しておく。

　いよいよ体育館の舞台で「動き」を入れていく。今までは読みながしていたト書きが重要であること

に，ここで気づく。せりふそのものは台本を見ないで言えるようになっていた子も，「しもて（下手）か

ら出てくるって，どっち～」「あっちだ！」。「走って出てくる，だって1」などと確認、行動を伴うよう

になってはじめてト雷きの存在を意識したということ。「読みとり」が，からだの必要に沿って深くな

る。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

　Yは，3人のたぬき役のうちのひとりとして，舞台に駆け上がったところまでは良かったのだが，「あ

わてて，たいへんだ，たいへんだ」と言う。「え一？その「あわてて」っていうのは読まないんだよ」と，

隣のたぬきに注意されている。ト書きなのだ。

　あれこれ「こうしたほうがいい，ああしたほうがいい」と考えを出し合いながら，数回，舞台で練習

した。

　とうとう，みんな台本を持たなくても，動きがスムーズにっながるようになった。ことばも自然にや

りとりできるようになった。Yは，教室では聞いたことのないような大きな声で，からだも強張りなく

動くようになった。

　1年生，2年生，最後に保護者の皆さんを招待した。観客が反応してくれることで，その都度，子ど

も達はぐんと成長する。特に，お客さんから笑いが湧いたと、き，舞台の上で，子ども達のからだと声が

「より，よく届かせたい」気持ちにふわつと高まるのを感じる。それはほんの一瞬にしても，お客さん

と「っながった！」という快感であり，たぶん演劇の醍醐味なのだろうなと思う。

　その後，冬休みになる直前，三越こども劇場に，劇団「円」の「つるのおんがえし」「ごんぎつね」ミュー

ジカルをみんなで地下鉄に乗って観に行った。ほんもののすばらしさを，またひとつ，心に刻む体験に

なった。

〈そして，クラスで＞

　3学期になった。前回，劇をしなかった子から「私たちもやりたいjと要望が出る。そこで，今度は

ことばの時間に学級全員で取り組んでみることにする。

　同じく成城劇の会の「野原はみんなのパラダイス」の台本を使わせていただく。

　「野原はみんなのパラダイス」のあらすじ

　チョウやみつばちが色とりどりの花が咲く野原で楽しく蜜を吸っている。うっかリクモの巣にひっかかったテントウム

シを，心優しいくも吉は逃がしてあげるのだが「食べようとした」と誤解されrクモの巣なんか，きらい，出ていって」

と嫌われる。そこへ，地上げ屋稼業のくも助一家がやってきてくも吉になかまに入るように迫る。やはウ野原を独り占め

したいカマキリ軍団との戦いeやがてくも助一家も改心し，くも吉への誤解も解け，かまきり軍団とも和睦。「みんなで野

原を守っていこう！」心を合わせたみんなの歌と踊りで終わる。

　二学期の選択学習で劇をやった子がリードする。初めて通して読んだときはたっぷり4⑪分かかった。

台本が22ページもある。ボリュームがある。難しいかな？でも，ふだん本を読まなJ男が，休み時間に

一心不乱に読んでいる姿を見て，（何の役をやろうか考えているのだろうな）挑戦するのもいいかもしれ

ないと思う。

　ところがここで，インフルエンザが流行し私も高熱で3日休んでしまった。

　やっと動けるようになって学校に行くと，何と，E男があっさり言うではないか「もう，役，決めた

から」「えっ？どうやって？」「やりたい人が重なったのは，オーディション」。

　唖然とする。どうやって決めたのか尋ねると，テントウムシ：希望者が前に出てせりふを読んで，いい

なと思う人に手を挙げて，多い人に決めたそうだ。「もめごとはなかったの？」と思わず聞くと，「うん，

何とかだいじょうぶ」

　担任の私がいないうちに，全部の配役が決定した。オーディションは，結構きちんとやったと言う。

E男は，2学期に劇をやっている。「じゃんけんで決めるより，ちゃんとその役にあう人をえらぶべきだ」

と主張したらしい。もっともなことではある。オーディションという方法を生み出し，先生が不在でも

何とかみんなで実行していったのが何だかすごい。

　隣のクラスの先生に聞いてみたら，「ああ，何だか，一生懸命みんなでやってましたよ。そんなに大騒

ぎはなかったですよ」。私が「びっくりした」とつぶやくと，「えっ？そうなんですか？「役を決めてお

くように」という指示が先生からでていたのだとばかり思いましたよ」

　さて，読み合わせから立ち稽古に入る。R子の場合を追ってみよう。とにかくおとなしい。授業中に

発言はほとんどしない。積極的な言動はあまりみたことがない。友だちといざこざを起こすことはない

が，何かトラブルがあっても自分で何とかしようとしない。そのR子が，ソロで歌う場面もある，くも
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学びあう関わリイ計rfむ教宛

奮の妹に立候補してなっている，，それが，そもそもの驚きなのだが，何か気持ちを感じる。

　「速すぎる∬声が小さい」「何欝ってるかわからない」，子どもははっきりものを言う。この劇は学芸

会があるからやっているわけではなく，発表のために練習するのではない。みんなでよいものを協力し

て劒っていこう，もし，詔1かに見せたくなったら見せよう，そういう出発をしている。だから，子ども

達はどんどん「文句」や「良いところ」を指摘しあう。その意見交換に目的がある，ということを知っ

ているから。

　配役が決まって子ども還は器るものを迷うことを楽しんでいた。わざわざ衣装は作らないから家にあ

る服でいレ㌔スズメバチは黄色っほ’いシャツ，カマキリは緑というように相談していた。R子は，たっ

たひとりのくもの女の町㌔相談するなかまがないからだろうか，何を薪ていいか決めかねている。

　「何の役なのか（くもの女の乎であるということ）が，それじゃわからない」

　ずばっと欝われだ。泣き出すか？……。泣かなかった。でもからだは固まっている。

　私は「くもの特微を出すのは難しv＞ね。どうしたらいいかしら？名札でもつけてみる？」

　R子は，次の日，丸いボール紙に（くも子）と轡いて黒いTシャツの胸につけてきた。回りの反応は，

い域いちだ。「たいへんだよね。」「でも，自分を捨てなくちゃね！」と，f中良しのC子は励ますように言っ

た。劇のなかで○○らしく役になりきるということは，子どもにとって，いつもの自分と違うものになっ

てみる体験だ。その「違うものになる」体験をすることによって，その苦労を自分もすることによって，

お亙いに初めてお互いへの思いやりが芽生えたのだろうか。

　互いに互いの苦勇を理解し，共感する。それは口でいうほど易しいことではない。

　劇を創るみちすじで，他の立場になってみる体験をくぐり，そこではじめて気づいたのだ。思いやる

ことはいっしょに悲しむことに似ている。でもそこに止まるだけではなくて，どうしたらいいかいっしょ

に考え，明るい方向を，手がかりを見っけ出すことなんだと納得したのに違いない。

　R子は，とうとう最後までソロの歌声は大きくはならなかった。でも舞台の袖にいる友だちにバック

コー．mラスで支えてもらうことで，落ち着いて役を演じることができたのである。

　3学期の終わり，春風が吹くころ，劇はできあがった。お客さんにたくさん来てもらって，大成功だっ

た．音楽の先生に教えてもらった歌に，自分たちで振り付けを考えて踊った。台本のせりふは，どんど

ん言いやすく直し，言い換えられ，すっかり自分たちのものになっていた。

5　人に育てられる

　…「老いを見つめる」ことから（3年生冬から春）…

　多くの子どもにとって「老い」は遠い問題である。ただ，祖父偲と同居あるいは近くに住んでいる子

は40人中16人おり，最近，祖父母の死を体験した子も数人いる。

　私自身，生みの親と同じように結婚以来たくさんのことを教えてくれた義父母を，昨年80代で相次い

で亡くし，老いることを切実なものとして，でも哀しみだけでなく「今，できることは何か」という気

持ちで考えるようになっている。

　「老人とは何かができなくなる人」というマイナスイメージを乗り越え，人のかけがえのなさ，共に居

ることから学ぶものの大きさを知り，生きて歳を重ねていくことへの夢を少しでも育てられたらと思い，

このような単元を組もうと考えた。

　①学びの始まりをいざなう

　おじいちゃん，おばあちゃんに尋ねたいこと，fタネ」を探す。っまり祖父母に聞いてみたいことをノー

トにたくさん書き出す。ゆっくり静かに時澗をかける。

　ゼおじいちゃんに尋ねたいこと」「おばあちゃんに聞いてみたいこと」などを自分の心に，まず形づく

ることeそれがささやかなものでも貴重だ。興味の発掘をていねいにする。

（子どもの疑問例）

どこに住んでいたか・ペットはいたか・洗濯は～

戦争のこと・服装iのこと・暖房は？
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テレビが始まったとき・私のママはどんな子だった？

1日の暮らし・昔と今で変わっていないことは？

学校のこと・成績のこと・好きな人はいたか？

はやっていた遊び・習い事は～

生きていて一番うれしいこと

今までで一番災難だったこと　　　　など。

お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

②子どもの持っている「老いのイメージ」を調べる

（一）しらが・虫歯・めがね・つえ・車いす・ぼけている・耳が遠い・こわい・腰が曲がっている・体力がなさそう・ゆっ

くり歩く・病気がち・何もできない・いばる・がんこ・どっこいし占と言う・世話をやきすぎる・心臓が弱い・声がしお

れている

　18
　16
　14
　12
　10人　8

　6
　4
　2
　0 50才　55才　60才　65才　70才　85才

（＋）やさしい・おもしろい・いろいろなものを買ってくれる・孫をかわいがる・心強い・戦争のことを見て知っている・

あたまをなででくれる・風呂が好き・迷惑をかけたくない・一縮にいると気分がよくなる・昔の話がじょうず・のんき・

友だちがいっぱい・日本のたべものが妊き

　子どもの，学習を始める段階でのド老い」のとらえ方が，人々との新しい出会いによってどんなふう

に変わるだろうかという問いが，私自身の単元開発の動機だった。

　しかし，近くの区立図書館で探したり本屋さんで買ったり。いろいろ読んで考えているうちに，違う

世界が見えてくる。あれもこれも，学ぶに価値あること。エイズの写真集も教材になるし，一入暮らし

や福祉も考えたいし，戦争も取り上げたいし，命をテーマにするならたくさんのアプローチが考えられ

るし，死に正面から向き合うことにも挑戦してみたい。でも，実際に，教室で，あの3年生の子ども達

とはどのように展開できるだろうか。どう展開するのがいいのだろうかと，さんざん悩む。

　「老い」に焦点を当てるという決心だけはあるのだが，どこへ向かうのかが見えない。方向がありすぎ

て迷う。どこへ向かっても，大切なこと，学ぶべき真実がある，それほど「老い」をめぐって問題は広

く深い。

　学習の行く先，単元の結宋の予想がつかない私の迷いをよそに，子ども達は祖父母から聞き取りを始

めている。もう学びは動き始めている。

　やはり，子どもが教室に持ち込むものを大切にしよう。未知の山の中で，流れの源の地点を決めたの

は私だが，そこを掘って水源の手ごたえを感じ，水を流し始めるのは子どもなのだ。その子がその子な

りに「老いをみっめる生活から生みだすもの」を楽しみに待とうと，やっと私は決心した。

　③「1枚研究」とは何か

　この子ども達は，1年生の夏頃から，ひらがなよりも絵が多い頃から「1枚研究」に親しんできた。

　B4の画用紙を半分に折って，左側に折り目を置く。最初のページは「表題」と「目次」。紙をひらい

たどころの2ページが，「内容」。最後のページの使い方は自由に工夫する。

　画用紙1枚で，自分の説明したいことを，読む人（クラスのなかま）にわかりやすく考えてまとめる

しごとなので「1枚研究」と呼び慣わしていた。
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お茶の水女子大学附羅小学校　研究紀要　2004年

おばあちゃんは小学校1年生の入学のときのテストで，国旗をかきなさいと先生にいわれて，日の丸

をかきはじめました。ちゃんとかいたっもりがだめ。どうしてかというと，旗の棒の上に金の玉をか

くのを忘れたからです

　これを聞いた学級のなかまからは「え一っ」という声。

　「どうしてですか」「そんなことぐらいで…」という反応のなかで，ふと「戦争ちゅうだったからじゃ

ないの？」という考えが出た。その場はそこまでだったが，〈戦争〉というキーワードが心に残る雰囲気

になり，「祖父母にインタビューしたいこと」の中にその話題が増えるようになる。もりおは，今度は戦

争のことを，おじいちゃんに聞いてくると言った。

　そして，1枚研究を取材する相手ごとにもう1枚，もう1枚と重ねていくことになる。

くまさしの場合〉

おじいちゃんに聞きたいことはずばり「せんそうのこうのはなし」。

おじいちゃんはせんそうのころ，中学をでたらすぐに工場にはたらきにいった。てっぽうを作る工場

だった。だが，その工場はせんとうきのばくだんでこわれた。ふつうの人は「いなかや山おくとか海

べ」ににげていった。土をほって，そこにもぐる人もいた。おじいちゃんは文京区のお寺にいたから，

せんとうきがきたらrほとけさま」を土にうめた。学校のノート教科書も土にうめてたけど，ぜんぶ

もえていた。

　今も文京区に住んでいるまさしは，おじいちゃんがいたというお寺にも行って来た。焼けて建て直さ

れている。1枚研究の紙に書かれたまさしの字は，いつもよりずっと細かくていねいで，強調したいと

思う言葉はしっかり赤鉛筆で書いてある。お寺の地図も，場所がよくわかるように書いてある。

「山奥とかに逃げていったというのが，そかいだって」

「そかい？」

そこで，学校ごといなかに引っ越して行ったことなど話をする。かずこは，「そかい」について聞いて次

のように書いている。

くかずこの場合〉

おばあちゃんは，京都に住んでいて，となりの大阪によくばくだんがドッカーン1っていっぱいおち

て，ばくだんの音がよく聞こえた。そのばくだんのけむりが京都の空をかこんで，京都の空ははい色

になった。でも京都には，ばくだんがおちなくて，そかいをしなくてすんだ。

私は，附属小学校の同窓会にある「疎開の会」の方に来ていただいて，このあたりでそこに焦点を当

てようかな…とも，一一瞬考えた。やればできるとも思う。きっと子どもたちは戦争中の話に耳を傾ける

だろう。

　しかし，待てよ？その機は熟しているか？

　まだ，それぞれ自分の祖父母への聞き取りが進んでいない段階で，「戦争」や「疎開」などの流れを掘

りすぎてもいけない。もっと小さな流れが広がる方がいい。

深めたい気持ちをこらえて，私は，次を待つ。

くたかゆきの場合〉

彼の1枚研究の最後のページに，おばあちゃんからメッセージが書いてある。
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学びあう関わりを冑む教窺

　ブこかゆきは，光気一杯の男の子。戦争中の食べ物のことを主に取材しているeそして「おなかいっぱ

い食べられるから，今はいいな」と旨う。きっと，おばあちゃんは，たかゆきといろいろ話しながら，

お芋やかぼちゃのll言鮨を・しながら，これを桝いてくださったのだろう。

　韻後のページに，祖父母からの一言をもらってくる子が増えるきっかけとなった。

〈ゆかの場合〉

おじいちゃんのことば

食べ物がたくさんあり，科学が発逮し便利な世の中になりました。科学を戦争に使わないで，世界中

の人が，いつヨ三でも平和にくらせるように，若い人にお願いします。

ゆかより

おじいちゃんを，これからも，たいせつにします

　過去の戦幣の体験は，お年よりみんなそれぞれ違うものとして心に身体に残しておられる。私は，子

どもたちが教室に持ち寄る「おじいちゃんの戦争のころの話」「おばあちゃんは何をしていたか」などを

聞いたり読んだりしながら，やはりこうして血のっながった人から聞くことの重みを感じる。

　子ども逮のことばから，小さくても大切な発見がいくっもうかがわれる。

「いろいろ聞いていたら，おじいちゃんの性格が私と似ていることに気がつきました」

「いつもがみがみいうのに，やさしいおじいちゃんになりました」

「おばあちゃんが，おかあさんを生んだころの写真を見たら，かわいかった」

「（おじいちゃんが）ばくだんがおちたとき死んでいたら，今のわたしはいなかったのでしょう」

　石川県羽昨郡の小学牢交に勤務している石谷克人先生とは，今まで何回か「子どもの手しごと」の作品

をやりとりしている。学校間逓信である。

　よその地域，学校の子どもが調べてまとめたものなど，子どもたちは非常に興味をもって読む。自分

たちの生活にはない，あちらの生活にあるものから刺激を受ける。お互いに，そういう学びの交流をす

ることには，世界を拓くのにとても大きな価値がある。

　今回も，石谷学級で今までに子どもたちが取り組んでまとめた「高齢者問題に関する本」を宅急便で

送っていただいた。

　地域の「一人暮らしのお年より」との，ひとりひとりの温かな交流が子どもの視線でまとめられてい

る。私の学級の子どもたちは「一人暮らしの人」との出会いは今のところないけれども，届いた手作り

の本（アルバム）を見て「すごいね」。ていねいな本の作り方を参考にする。

くたかしの場合〉

　たかしは「おばあちゃんの二十歳の写真を借りてきた」と，うれしそうに見せてくれる。彼はあまり

書くことが得意ではないが，いっになく意気込んで書いている。

しゃしんを見て，ぼくが「きれいな人だな」といったら，おかあさんが「おばあちゃんはじょゆうさ

んだったのよ」といいました。ぼくは，びっくりしました。
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お茶の水女子大学附嘱小学校　研究紀要　2004年

　もちろん，みんなもびっくりして「どれどれ見せて一」と大騒ぎになる。

祖父母の小さい頃，若い頃の写真を借りてくるという方法が，はやり始めるきっかけとなった。

くみゆきの場合〉

　ちょっとおませなみゆきは，最初から「おじいちゃんのプロポーズはどんなか，聞いてくる」とか「好

きな人はいたか」など質問したいこととして書いていた。同居しているのですぐ答えてもらえてよかっ

たと言いながら，報告。

おじいちゃんは，けっこんするまで，顔をみたことなかったそうです。ちょっとわたしにはしんじら

れない。でも，けっこんしてよかったそうです。今はしあわせ？って聞いたら，おばあちゃんは「ま

あね」と言っていました。わたしのおかあさんが生まれたときはすごくうれしかったと言っていまし

た。長生きしてほしいです。

　一緒に住んでいないので，電話で何度も聞くから大変なんだと言う子もいる。電話したら福岡のおじ

いちゃんは風邪ひいていてだめだったと，取材の苦労話も出る。

〈けんの場合〉

けんは，昔の道具について興味があり，洗濯板・七輪・火鉢・炭を入れるアイロンなどについて，詳し

く聞いて絵を描き，説明を書いてまとめてきた。とてもおもしろくて，みんな引っ張りだこで読ませて

もらう。最後にこう書いてある。

ぼくが，おばあちゃんから聞いた道具の話は，ここに書いたほかにもたくさんありました。かつおぶ

しけずりの話が一番おもしろかったです。かつおぶしけずりはみたことも使ったこともないので，一

度使ってみたいと思いました。お父さんに聞くと，お父さんは子どものころ，朝のみそ汁のだしをけ

ずったそうです。ぼくはちょっぴり昔に行きたくなりました。

子どもひとりひとりの興味の向きが違うから，こうして，持ち寄ったものの楽しみ方が広がる。そし

て，どの子も，友だちの書き方・まとめ方にまた新鮮な興味をかきたてられていく。

〈いくみの場合〉

　「アメリカのおじいちゃんと日本のおばあちゃんに聞いた話」という表題。アメリカにいくみがメール

で質問を送り，おじいちゃんから英語のメールや写真が届いて，うれしそうに持ってきた。英語はいく

みの力で日本語に訳すことができた。その一部分を紹介しよう。

おじいちゃんは学校に何を持っていった？

黄色いえんぴつ。すぐに練習ができるように！

のうみそ。考えるために！

さいごに，かっこいい顔。女の子のために1

　　（写真を見れば女の子のための，かっこいい顔がうつっているよ）

おじいちゃんの若い頃の写真を見て，いろいろな話が次々とわき出てくる。

楽しい発見。

でも，中には，やっぱり年をとることをこわいと思う子もいる。
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学びあう関わりを育む1教窺

〈ゆういちの場合〉

なんか，これを作っていて時というのはふしぎだな一と思いllliした。というのは，人は時がたつと，

年をとってツルッルのはだもカサカサのはだになったり，まっすぐしたせなかが，グニャリをひんま

がうて，歩きにくくなっプとりしてし謬｛い康す。自分も峙がたつとああなってしまうと思うと，っい身

ぶるいしてし談います。

年金の衛題も出てきた。

くひかるの場合〉

LA一辱一＿輔　Hr　　㍉一　il一　騨　IH欄刷一一＿■」■卜一一－mm一甲rt’一一”一一r－一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一　

年金というものは，実を旨うと，65才からで，給料を少なくして早めにもらっているそうです。もらっ

ている金がくは約8万円だそうです。

　（そういうこともありなんだLza－　一一！）

　「ぼくも，おとな謬1たは，おじいちゃんになったら，孫にこんな質問されるのかな。」という感想には，

吹き出してしまった。

このように，全員が祖父母からの聞き取りを経験するのに約2週間かかった。

　⑤ライフプランニングセンターの方々との出会い

　子ども達の「年をとった人との対話」の体験を聞きながら，そろそろ，「お年よりの今の幸せ」に焦点

を絞るほうがいいと，私は思った。

　なぜなら，たかゆきの質問「おじいちゃんは，今と昔，どっちがすきですか？」に対して，おじいちゃ

んは「今がすき。っらいこともあったし，楽しいこともあった。」たかゆきは，それを受けて「おじいちゃ

んは，今が一播楽しそうにしていると思いました。これからも元気すがたでいてほしい」と書いている。

　肉体的には老いても，精神は老いていないということがある。今を楽しく思う気持ちには若さがある。

　「老い」を見つめることで，見えてきたのは，「老いない心」。

　若の話を聞いて，さて，これから先に生きていく子ども達の糧になるのは，昔と今を土台にした，未

来へのポジティブな意思，心のありようなのだ。

　かくして学びの展開のイメージがはっきりしてきたので，思い切ってライフプランニングセンターに

電話してみた。聖路加国際病院の日野原重明先生が2002年に設立された新老人の会。「75才から始めよう」

という趣旨に尊敬の念を強く持っていたので，実践に協力してもらえたらうれしいと思う。私の希望を

話したら，快く相談にのってくださると言う。放課後，指導案を持って出かけた。

〈特別授業〉　「世代をっなぐ」新老人の会会員の方と共に

　　テーマ　土井荘助さん「世界の人と話そう」（外国語や外国の風習）

　　　　　　小島亮一さん「バイオリンて，どんな楽器」（演奏も）

　　　　　　今井一幸さん「おじいさん，おばあさんに絵手紙をえがこう」

　3人の先生（みんな75歳以上）が小学校に来てくださった。長いこと仕事や趣味で培われた力を，子

どもたちに伝えてくださる。

　子どもたちが配膳して，いっしょに給食を食べた。それから3つのグループに希望ごとに分かれて授

業が始まる。土井さんは世界各国のあいさつや，実際に見た変わった風習を，言葉だけでなく身振り手

振りで教えてくださる。子どもたちは真似する。小島さんは，バイオリンができるまでを写真で説明し

た後，実際に演奏。子どもも演奏させていただいた。今井さんは，自分の好きな思いをイラストに込め

て世界でたった一つの贈り物，絵手紙を描く。子どもたちはアドバイスをもらってできばえに満足して
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いた。

今井先生の授業で学んだこと（しんや）

絵は字がなくても，今，思っていることをかけば，理解してもらえる。

だから無理に字を書かなくても手紙が書けるe

上手下手を気にしないでかいた絵は，今までで一番うまくかけた。

外国語が堪能な土井さんから，その日の夜にメールが来た。

淺川先生

実は黒板を背にして立って皆さんにお話するような形を想定しての頭の中でのリハーサルでしたので，

同じテーブルで話すことで最初はアドレナリンの分泌が強く，トンチンカンになりそうでした。（やは

り子供達に話すには技量（伎彌）が必要だと感じました。先生が傍に来られて，生徒と一緒に言うよ

うにとされて，なるほどと思い何とかやりかたがつかめました。（指での数の数え方や洗面のやり方の

違いなど）

子供達の興味のあることを話す，質問に答えて話す，と，知識の伝達では全く次元が違うものだと感

じました。（後略）

私の返信

土居荘助様
昨日は，子どものために貴重なお時間を作っていただき，ありがとうございました。小学校のにぎや

かさに驚かれたことと思います。お疲れにはなりませんでしたでしょうか。

土居様のお話を聞いて，子ども達は「知りたいこと」が湧いてきたのでしょう。

聞きたいことが新しく心の中から生まれてくる…というのが，お話を聞いて学ぶ際のキーだと実感し

ました。

「質問！」というかたちで出てきたのは「学ぼうとする力」だと思いました。

新しい出会いが，新しい意味を，織り成すように創り出していく。教えることと学ぶことが双方に起

こることを実感する。

新老人の会の方々は，子ども達のお礼の手紙に対して，ていねいな返信をまたひとりひとりに書いて

くださった。それを受け取ったときの子どもの驚いた顔が，また，私には驚きだった。「え，私に？j「こ

れを？」……なるぼどそうか，と思う。

　学校の先生は，なかなかこんなふうに「個」に封書で秘密にことばを返したりしない。学びが，みん

なのなかで進むように見えて，ひとりひとりのものであるということは，こうして個々に「あなたには，

これを」と手渡していくことの積み重ねなのかもしれない。手渡された自分へのメッセージを，うれし

い！とありがたく思う瞬間が，次の学びの流れを決めているのかもしれない。

　そして次に，新老人の会会長，日野原重明先生が，半日だけ時間が空いているのでと教室に来てくだ

さることになる。㈲ライフプランニングセンター「新老人の会」事務局長の岩清水由紀子さんと，同じ

く健康教育サービスセンター副所長の平野真澄さんのおかげで，その計画が実現した。

　日野原先生とは，会議の合間をぬってライフプランニングセンターで1時問ばかりお話した。

　「New　elder　citizensjとして在ること。「don，tではなく，let，sdo」の教育へ。

　先生のおっしゃる言葉は，ひとつひとつが私の心に染み入る。「生きていることの質」を思う。

　「子どもには，命を，心臓の鼓動を聞かせることだよ。一番よくわかるんだよ」

　先生のひとことで，授業の進め方の世界がまた新しく広がり始めた。
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掌ぴあう関わウ憂育む教霊

そして，日野順先紘の特男1腰業が行われた1：1の夜，私が友人に送ったメールがこれである。

さて，1ヨ野原先生はil！石速逝路の塀敏渋滞に巻き込まれて，授業開始に聞に合わず，私は子どもたちの

「1枚研究一1（祖父偲から学んだこと）を次々と1活題にしながら，（内心はすごい動揺1）到着を待ち

：kした．参会の先生方からはfそのときの子ども達のことばがおもしろかった。自分のことばで自然

な幾かな会断が戒さオ1，ていた。もっと聞きたかった」とコメントをいただきましたが，私の心臓は止

謙りそうでした。

2（｝分くらいたって，日野旗先翫が忠を切らせながら燈場。さっそく，呼吸のこと，恩をしないと脳が

3分で死臓こと，から譜し始めて，心臓の模型を見せながら鼓動を聴く活動に入りました。何百人も

の先生に取卯1継れてしまっているので，服をぬぐこともままならず，聴診器をじっくり楽しむこと

｝まできなかったのが残念です。

先生が教整におられたのは3（，分くらいでした。

先生が「命はどこにあるか」と問われて，子どもが心臓や頭を指さしていたのに対して「そう，命は

脳にある」とおっしゃいIliした。脳死の問題ともからめて。

先生は子ども逮に俵えたいメッセージをはっきりお持ちでした。（後1略）

　⑥命の鼓動を聴いた日の，子どもの学び

人問の心はぼくは体の中全体にあると思いました。（ひろし）

命ってそんなに大切だったんだなあ。もし，私が生まれていなかったら，私の体も心もなかったでしょ

う。（はなこ）

ぼくは，今日学んだことで一番こわかったのは，人間の命は底があること。ぼくが年をとったら，子ど

もに命のことを掌ぱせてやりたい。（けん）

ぼくは，命は大切だということはわかっていました。でも，命をどう使うかなんて，9年間一回も考え

ていませんでした。命を大切に使うことが一一・asだと思いました。さくら君の心臓の音を聞いて，ちょっ

とこわかった。（まさと）

年をとることは，とても大切だなと思いました。ぼくは将来，日野原先生の言葉を頭に入れてお医者さ

んになりたい・友達の心臓の音を聞いてみたら，ドックドツクとはやく鳴っていて，わあ一と心で思い

ました。お年寄りを大切にしないといけないとは，こういう意味だったんだな一と感じました。

（けいいち）

牛の心臓は入の心臓の4倍ぐらいありました。でも，人は言葉が言えるし2本足で立てるのがすごいな。

心臓が大きいから長生きできるわけじゃない。ぼくのおじいちゃんおばあちゃんにも長生きしてもらい

たい。（るい）

3分以内に助ければ命が助かると聞いたのははじめてです。（ゆり）

私は生きていることのうれしさを感じました。心臓が今，私の中で1分間に80回から100回もうつなん

て。あんまり長生きしてもつまらないけど85才ぐらいまで生きたいe（まり）

100才まで生きると甚億回も心臓がうっということにびっくりしました。

「心臓は時計のような物だな」と思います。その時計が止まると人間は生きていけません。だから命の時
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計です。私の命の時はいつまでもつか。（かな）

私は子ども達の書いたものを読んでいて，「死」へ子どもの思考が届いていることを感じ取った。その手

ごたえは，ある物語を思い起こさせた。

（あらすじ）

　かわいがっていたネコが死に，庭に埋める。さびしくて悲しくて何も手につかなくなったぼくにお母さんは言う「お葬

式ではバーニーのいいところを10こ思い出してごらん」。9っはすぐ見っかるが，あとひとつは何だろう？　ぼくはお父さ

んにうながされ庭いじりして，土のなかの見えない種から草や花が育つことを教わる。そうだ，今バーニーは花を咲かせ

るお手伝いをしているんだ！ちっちゃなねこにしては，これはたいしたことなんだよ…。

悲しみを乗り越えていく男の子の成長，命のつながり，輪廻に思い至るさまがよく描かれている物語だ。

これを次の授業ではみんなで読むことにした。

⑦死とは？
「ぼくはねこのバーニー一が大好きだった」東京書籍3年生国語（下）を読む～子ども達のまとめ

死とは，その人がその人である最後の一生だと思います。その人は天国へ行き，また生まれ変わる。そ

れが続いていく。でもそれは，人間だけでなく，動物もみんなそうだろう。私もいつか死に，おじいちゃ

んも死ぬ。おじいちゃんの話によると，戦争でたくさんの人が死んだが，自分は幸運で死ななかったと

いう。死を粗末にしない。（みゆき）

死については，まだ，よくわからないけど，死ぬということは，階段を一段のぼったことかな。（ひかり）

死ということは，いつおそってくるかは，わからない。だから，子どものころ遊べと母がいうのがよく

わかる。大人になると，子孫がその力をうけつぐから，いつ死んでもいいという勇気があるのかもしれ

ない。ぼくは長生きしたいなあ。（けんいちろう）

私のおばあちゃんは病気で死んじゃったけど，ねこのバーニーみたいにはなれないと思った。（焼いてし

まったから）（りり）

父母はぼくにこう言った。「死んで土に入ってもどこかで元気でいる」。ぼくは人ひとりの命の大切さが

わかった。ぼくが死ぬと，草や木を育てるなどいろいろなことをするのを思いました。　　　（ひろし）

お年寄りをいろいろな事ができないと思いがちだけど，私はお年よりにだからできることがある，と，

思いました。（まり）

人は必ず死んでしまうもの。だけど人生たった一回だけ。だから大切にしないといけない。老人になっ

ても楽しくする。じっとしているより，動いたほうがいい。この勉強をしてよかった。（あやこ）

私は死んだことも，年をとったこともないけど，老人を見ていると，これからの人生がわかるような気

がする。（みさご）

なぜ心臓って止まるの？

なぜ死ぬの？

日野原先生の言うように，心臓をごんごん押しても，ねこは生き返らない。

でも，死に近づいても，いろんなことをする。（もりお）
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年をとるということは，醗力監伽しないで，とるということでCSなく・ちゃんと仕事か何かをやりと

げて，はじめて娩とる誇井タ礁は［は趣倣に硫こめておくる」をテーマにして・おじいちゃ

んの気梼ちを俄えたかったのかもし・れない。（なつよ）

｝i2’くは，勧こ聴擁いと認うし，長いと偲います謙しいとき｝ま11i鋼でも30分くらいに思うレ

つらかったりし距ら31，分が窪時澗ぐらいになります。

「ムTtll」とひとことだけど，1一命とは1ひとことでは言えない。

命・年をとるこピ残，全部ひっくるめてぼくは・今を生きたい・（たカ｝ひろ）

　こうして暮年問を典に歩んだ子ども達との1≡Vxは終わった。

1三1野原先生は，子どもの懇想文を胤けると，新聞の切り抜きや本を再び贈ってくださった。

生きるということは，新しい出会いの積み重ねであることを実感する。

V　考 察

1　シティズンシップの基本
　シティズンシップという概念は，特に初等教育現場になじみは薄い。日本では戦後，外から取り込む

形で飛主主義や市民概念が入ってきたわけだから，自分たちの身体感覚としてもつそれらの概念理解は

まだ浅いのかも知れない。しかし，これからの地球規模での諸問題に視野を向けた教育の現代化の課題

として，他者とつながりあう知の創造をめざすコラボレーションの資質の育成は欠かすことが出来ない

だろう。

　私はそう考えた上で，シティズンシップをもっ人（＝市民）とは「自分の属する社会の中で，自分達

の生活に価値ある文化准協働して創りあげていく人」と定義し，IVの実践のなかからシティズンシップ

の基本と考えられるものを洗い出してみることにする。

　いずれの項目も，学びの主体者としての子どもを主語において考えているが，ともに学びの場を創る

という意味では教師にも岡様の資質が求められることは間違いない。だから，書き方は個人にとっての

資質と，その場にいる仲間全体が空間の質を醸し出すような資質との，両方が渾然一体となるような書

きぶりになっている。

①意思を表明する権利
　「自分の考えや思いをその場でまずは自然に表明してよいのだということを，子どもが実体験を通して

会得すること」が大切である。その人権感覚を育てることに向けての配慮を最優先したい。

　自分のことばやからだで表す，表現の技術を多様に教えていくことが指導のひとつになるだろう・「今

ここにいる私」を大切に表現することと，それが互いに保障される環境を創ることだ・

　自分の意思を話す・書く・描く・演技するなどの様々な表現技術を使って表す力を個の内面からのも

のとして育てることと，「私」とr私たち」の間を民主的な関係に育てることとは，表裏一体のできごと

である。朝のスピーチを聴きあう（IVの1）なかで，そのような学びあう関わりが実現していった。意

思表明の自由と，表明されたものを尊重する資任は，教室という小さな社会を成す仲間との関係のなか

で，まず第1に注意深く育まれる必要がある。

　それは，（IVの2）のように，詩のことばにのせて思いを伝えるなかでも確かに，次第に育てられていっ

た資質である。「人権とは？」子ども達に直接教えることばとしては難しい。しかし，教室でのできご

と，実際のいとなみのなかで体得させていかなければ，将来に至ってもその概念を理解することはでき

ないだろう。欠かすことの出来ない大切な問題だと考えている。

②協働的な意思決定
教室を，互いに学びあう空問として育てるには，自分中心の意思決定を，’協鋤的ないとなみのなかで
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鍛える必要がある。意思を表明すること①，を基盤にして，自分と他者が異なっていることを恐れずに，

関わりに身を浸し，そこから再び，自分なりの目標をもって考えたり行動すること。それを奨励する。

　子どもは実にさまざまな参加のしかたや，協働のしかたを模索していた（IVの2，3，4）。順調にい

くこともあれば停滞，葛藤に直面する子も多い。参加のしかたは個性の表れでもあり，心の動きや場の

状況とつながって，微妙に変化する。

　教師が，子どものことばや行動をつなぐ存在としてカナメとして行動しながら，子ども達の協働的な

意思決定の機会を尊重したい。今の子どもたちは，おしなべて葛藤に弱い。他との関わりに参加するこ

とは決して楽なことばかりではないが，そこに立ち向かう「必要」を生み出し，対話を経て，次への「希

望」を育てることがいざない役としての教師の大切なしごとだと考える。

　例えば，劇という状況（IVの4）に入りたくても入れないA子をどう参加させるか（how　to）に手練

手管を行使するというよりも，A子はなぜ今ここでそのようにしかふるまえないのか（why）を深く問

い，まわりとの関係のなかで状況を改善できるように働きかけること。そして協働的な動きを産み出す

配慮こそ，まわりまわって個を育てるのだと思われる。

③相手の何かを好きになる

　共に（co）働く（labor）を語源とするコラボレー一ションは，役割分担をして何かを為すという予定調

和的な協同作業を越えるいとなみである。異なる者同士が，顔の見える関係のなかで対話を積み重ねな

がら，新しい価値を見いだすことである。

　だから，協働を成功させる資質とは何かと考えてみると，次のようになる。

・肯定的に変更できる（ああ，そうなのかと相手の何かをを受け入れる）

・役割変更が柔軟（いつも，ある人が支配や命令するのではない）

・相手の価値観や主張を変えさせようとしない（非難のやりあいは創造に結びつか饗い）

・ずれをプラス思考でとらえる（ずれを嫌って排除するのではなく，何でかな？と考える訓練のきっか

　けにする）

　IVの4，劇を創っていく過程で，でしゃばる女の子に対して「嫌いだ」「いやだ」と文句を言い，けん

かになることがあった。ただ「協力しなさい」と言ってもうまくいかないが，「どうしたらいいか」と互

いを考えるクールダウンの時間を取り，先生が決めたことに盲目的に従うような伝達一被伝達の関係を

くずして，平和的で受容的な対話関係を創っていく。

　好きな詩を介してつながっていった子ども（IVの2），劇を創りあげていった子ども達（IVの4）を思

い起こすと，協働の状況を生み出すキーポイントは，何かどこか相手を「好き」になること，そういう

発見を促すことばの耕しのように思われる。

　相手を否定し，嫌いだという情動しかない貧弱な他者理解からは，協働は生まれない。

　④　自立的な賞賛や批判

　教室という場を息苦しい囲みにしないために，人をほめたりあるいは意見しあったりすることを日常

的に大事にしていく（IVの4）。私のクラスにはかって「魚釣り」という興味を友達と結びあうことによっ

て不登校から数年ぶりに教室に戻ってきた男の子がいた。その場にいたいという帰属意識というのは，

自分の関心ごと述，みんなの関心になりうるのだという小さな自信，喜びにも似た実感に支えられるの

だろう。うれしいこと・困ったことを自由に伝えあえる関係，自立的にそれができるようにすることが・

学ぴあう関わりを育てる。

　「この詩が好き」「落語が好き」という個入の世界のできごとが，教室という場で公共的なものとして

認められることによって（IVの2・3），自分がなじみ「知っている」と思いこんでいた世界の新しい意

味づけを発見したり（この言葉を自分と違ってあんなふうに捉える人もいるんだ），わかり方がみんな違

うんだなという他者理解につながっていった。基本的で大切なシティズンシップであろう。
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　⑤唐治の苦労と嘉び

　自分たちを治めるのは廷i分たちだという懲識を育てる。そのためには逆説的だが，できないことはで

蕗ないと欝う勇気，できないことは友だちを頼ってもだいじょうぶという共存の関係を否窟しないこと

ブ為1年熱の媛初，「小掌’校に入掌したのだから，しっかり先生の話をきいて自分でがんばりなさい」と

いう偲親の過度な陶立支援力玉，子どもたちの，お互いの状態に注葱を向群ナるケアの意識の育ちを阻害し

ていることに私は気づいたσVの1）。孤立ではない自立をはぐくみ，自治の基礎となるのは，お互いへ

の愚いやりだ。催えぱ，恥ずカ｝しくてスピーチができない，小さな声しか出ないということを，個人の

能力や態纏の開題として捉えるものの児方を変え，聞きたいと思う聞き手の11牙動を揺すぶること。助け

助けられる聞係を育てることだ。「小さなYちゃんの声が聞きたいから」静かにする。お互いに力を添え

ながら，その場を治めていくことができるように育てる。自治というものも，一朝一夕でできるもので

iまない。繰り返し，失敗の体験も積む必要がありそうだ。IVの1，2，3，4のいずれの実践でも，教

室の自治擁を，乎ども逮のなかに育てていく見えない努力があった。笑践としてあまり記述できていな

いという反礁が残っている。

　授業の場面だけでなく，忘れ物をしたときどうするか，鉛簗が落ちていたらどうするか，騒ぐ入がい

て迷惑と感じたと■rX　ILt’1分はどう行動するのかなど，ささいなことを大切にして，対話的に解決の方法を

探すことも，自治の資質を生活から育てる重要ないとなみである。

　⑤　契約と責任の意識

　契約とは，例えば，話し合いを経てみんなの約束事やルールをつくるところから始まり，遂行，確認，

妥当性の検附，評価などを「対等に契りあう」関係のなかで構築することを指している。

　例えば，（IVの1）朝のスピー一チにっいて，希望者が多すぎて大変だから「毎日6入にしよう」とか「予

約する黒板を作ろう」「スピーチの題名は予約の時に害いた方がいいかP書かない方が楽しみか？」「出

てきた圓数の少ない人を優先しよう」「シーvjと私語を抑制しあうなど，相談からみんなの約束事を作

り出す。作ったきまりもずっと固定せず，実行しながら修正していく。そのような一連の縮働作業のな

かにgだんだん，自由を保障することとi！1一任を金うすることのバランスを学んでいく。

　賛任を伴う自由というのは，「みんなで話し合って約束つくったんだから守ろうよ」という契約の意識

が育つことと相まって子どもに理解されていく。自分の社会的欲求と，自分たちの共同体としての望ま

しい在り方とのあいだを調整するのに，契約の慧識が鍵になるのではないだろうか。

　自ら考えることと，みんなのなかで行動することの関係を考慮しながら，頭とからだで分かっていく

契約概急その類を支える資質は，よりよい祉会を飾ていくという慧味でシティズンシツプの大事

なi基本だD

　最近・数師の指導力の低下が民町われ，権威的位麗づけを強調しようとする向きもあるぶ，子ども達の

懸話・応答のなかに学びを晃出し（IVのエ，婁，3，4），学びをっなぐ鋤きをする教額ぐ王Vの5）をめ

ぎす立場に立松権威一従属ではなく，互いの契約一責任の関係を教室の文鞄として育むことぷ大墳だ

と考えrζ…いる。

　③　翻造することPt尊重

　形あるものもないものも含めて，今までと違う世界，備値や意味づけが発見されることが，子ども達

の掌びの窒問を溝性化する。〈IV憩弘　5）で実謹されたよう垂こ，学びを追究し，擁事幽を翻造するいと

蓉鋸ま数師1ことザζも子どもにとvてもわくわくした楽しさを孕んでいるもの盤。教師にとつて答えの

ね釦っているもの1こ向かって，子どもを努力させ達威したら終＃一？　IPというみちす尊の勉強垂こはない良さ．

苦欝と喜誉を子ども1こ数えたい。答え撃ない，つま曇翻遷をいろいろiこ考え，行嚢し追究するた勘醸ま，

ヂきっと蝕こと軸る捷購群聾鶉楽醗も挙ぴあ欄越蝶しく遂行していくの欲か
せ巷扉資買であるように憩，冶註るe

一3e一



お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　2004年

2　今後の課題

　①「活動」と「学び」の関係

　「活動は・人聞の自由と「共通の世界」を前提と．した複数性，多様性の現象する公的世界において営ま

れる。人間の自由とは，自らが何者であるかを開示することの中で明らかになるのであり，「言葉」と「行

為」を含む「活動」こそがそれを可能にする」（『ハンナ・アーレント入門lP52）

　学ぶことは広い意味で捉えれば，自由を知ることだと思うが，学校の教室という公的な場，切り取ら

れた空間のなかでいとなまれる活動と学びの私的公的な意味にっいて，さらに考察を深めたい。

　②「判断力」と「公共性」の関係

　「判断力とは，共有される公共的空間を保持するための，共同的な理性的能力であり」（同上P62）

　子ども達が何かを考えて「判断」しているとき，それは，佃々の事柄を判断しているように見えて，

他との関わPや何か公共的なものへの可能性を視野に入れて判断しているように思われる。そういう「判

断力」のよって立つ感覚が，シティズンシップの基礎である公共性の根っこを支えているように思う。

それらの考察を，今後の課題としたい。

3　参考図書

　1・II章　佐伯　絆（1996）『「学びjの構造』東洋館

　　　　　　佐伯　絆（1997）『「学ぶ」ということの意味』岩波書店

　　　　　　佐伯・藤田・佐藤（1996）『学び合う共同体』東大出版会

　　　　　　　　　　同上『学びへの誘い』

　　　　　　箕浦康子（1997）「地球市民を育てる教育』岩波書店

　　　　　林　竹二（1992）『学ぶということ』国土社

　　　　　秋田喜代美（2000）『子どもをはぐくむ授業つくり』岩波書店

　　　　　佐藤　学（2002）『学びの身体技法』太郎次郎社

　　　　　　　　　　同上『学び　その死と再生』

　　　　　　　　　　同上（2001）『学びの快楽』世織書房

　　　　　パウロ・フレイレ（2002）『希望の教育学』太郎次郎社

　　　　　里見　実（2002）『学ぶことを学ぶ』同上

　　　　　佐藤　学対談集『身体のダイアローグ』同上

　　　　　上野千鶴子『さよなら，学校化社会』同上

　　　　　津守　真『保育者の地平』

　　　　　川口幸広（王999）『モラル・エデュケーション』八千代出版

　　　　　　ジーンレイプ，エティエンヌウエンガー（2001）『状況に埋め込まれた学習』産業図書

III章

IV章

内田伸子（1999）『発達心理学』岩波書店

内田伸子（1998）『言語発達心理学』放送大学教育振興会

成田信子（2001）『公開研究会要項』児童教育研究会

浅川陽子（2002）『公開研究会要項』児童教育研究会

若狭蔵之助訳（1979）シリーズ世界の教育改革7『フランスの現代学校』明治図書

浅川陽子（1996）『生活から学びへ』（共著）青木書店

佐藤広和（1995）『生活表現と個性化教育』青木書店

田中仁・一・…郎（1993）『教室を変える』青木書店

若狭蔵之助（1986）『子どもと学級』東京大学出版会

浅川陽子（2000＞『表現する教室』（共著）青木書店

くどうなおこ（1997）『のはらうた』1～IV巻　童話屋

西口敏治（1995）『詩が大すきになる教室』さえら書房

姉崎一馬（2001）『はるにれ』福音館
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業ぴあう関わりを脊む教策

V章

塞どみちお（1994）『にほんごにこにこ，9理論社

村田一一枝（2003）『じゅげむ』一一輩科郭ガ

lll端1誠（2000）『落掃鐸絵本』クレヨンハウス

竹；｛二幌郎（2002）r｝萄齢渚の孤独と豊かさ．nNI－IKブックス

　　　　　　　『ひと，死に出あう』（2002）朝日選轡

　　　　　　　『ぼくたちが日本のおとしよりに学んだこと』（1998）

　　　　　　　　　　　　　　　　　侮El新聞社会部「長命社会を生きる」取材班・編

　　　　　　　『私たちの遺轡一譜り残したい戦争体験』一新老人の会（2⑪01）

臼野原鎗明（1997）『｛処やかないのちのデザイン』春秋社

大塚敦子（ユ99の『いのちの贈り物　犬・猫・小鳥そして夫へ』岩波書店

大熊1二1ヨ紀子（ユ996『「縦たきり老人」のいる国いないma．fi）ぶどう社

1ヨ野原1位明（20e1）ガ「新老人」を生きる　知恵と身体情報を後世に遺す』光文社

中野　光（2003）『もっと生かそう教育基本法』つなん出版

浅川陽子（2003）『新生活指聯』（共著）学文社

鷲田溝一（2002）『rlifSiく」ことの力』ティーピーエスブリタニカ

刈谷剛彦・濱名陽子・木村涼子・酒井　朗（2002）『教育の社会学』

岩永雅也（2002）『生涯学習論』放送大学教育振興会

杉浦敏子（2003）『ハンナ・アーレント入門』藤原轡店

小玉重夫（2004）『シティズンシップの教育思想』白澤社　　　　　　　　　　　　　’
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1年　　二とば学翼｛買碑霜
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旭：加馬10：40

11：CO、口：4回

、開研　tt　瑠‘寧皮12年　〕よ吻

1Sr－】岨敏誼　　揃導餐　誤　川　矯　一T－

1fFl1肛敏冠

1．匿智　　　　凹帥スピー苧血ち

2．璽留について

‘t）「とと匡」とい5零口翻■と暉凹に，」、て

　F二と雌」という孚召掴櫨は．下学年｛1．2，3彫｝の田』餌というetllを見直し．内堆

の畔揖岨や方皓の邑撞を」たいと、、う舶いから生ま乱た，した瓢ウて学習円審を閉瞭†看ため

のものではない．

　揃沸婆団から1調ミュニケーシtiン」に閉十1」臼標のキーワードを學げてみる．

　‘低｝“ねらttた二とにく箸kる）・〈遮んで話す〉・屍馳」た二との順序を考えて話申・

　　　　話し手を見ながら聞き．帖の内＃のく大体を聞匙駐る〉・庫の大息さに弧を・付吋て

　　　　話†・’「章な甘葉と陪通の甘票のあ6二とに注彦して踏す

　　　　哩Il乎の話のく内罪を受けて踏十〉

　（：1］｝腰点OI分かJJように区切リを考えて話†・話潤に合わせて括†・分からないと二ろを

　　　　く聞と距†〉・血分Φ立堀からまとめてみる・〈堀の誼幌に応じで♪瑠切な声の聚亡

　　　　さや適さをく考えて甜†＞

　1，2嘩でのく姑ナ・聞く・＃える〉豊耳な学習縦験が中Ptlp以臨のく勇える〉カの猷聲に

なる．：こに「ことば」網域仰ねらいとゴミaニケーシ5ン監製の内贈摘寵σ〉匿点があ凸．

‘2，r■蘇島6孚び」とo囮置

　壇ぴと孕ぴが素分化な園児から．いざ小学生になうたとtに．どのような学習俳髄に出皇わ

せていくか．モtLIS．その極の「学び方」やr学習雛jをrv．　fP　6出昼立とな凸此切なでさごと

でお凸．

　学ぶ二とをロナ）の心や＃停とつなt」【った｛｝のとしてt4：敦十石こと，

　昔い撫えれば、寅晒・晒動とIU二あ5学智俸験．モして、それが〔畢分起けの世界のできごと

ではなくて．貰冠ちと共肯でさるものであり，広い南卸の世界＾っながoていく古ウかけだと

分かるような、モういう学びの逝筋を見せる指碍を心がけたい．

　モれ郡．先Lrの慧味あ呑学びA・のλリロであ乱

‘3）r馴のスピー子」密日営蝕に掌■竃蟹にす看■鳳

　干どもたちのIL猛建用踊傭を確かめつつ訂てるために、応開の「話したい二とをみんなに聞

いてもらう」時面を大切にすろ．そ；マ位．子どもたち倒t：の盤括が晒られ着．モれらの幌レ

い喪遣の時間でもb6幽雌んで路学一r発からない二とを尋ね石・一一Ukる一陰発されtlS　’t冒．と

いうようtt帖触を蹟り運しすうことは，身近な皐敦＾の興睦を育て，他人への井晒や珊師の｝｝・

を胃む．

　ま距．モの日のスビーチの中から「自分t」：一岳rL［：入っkものを週ぶ1二とに継．小さいと

L．＿＿＿一

i
J、岡厩 飛　‘単戚12年　，より

1

目

1

＿＿＿＿＿＿」

さから．人に縁見を配されない自分というものを量隠させたいという國いホあ拳．

　そして．ノートに「書く」鳳にt±警愈貫翼の一ff贈耳中．ユつの作品として芋や曲で寂厘す

昌爽」さと．工去や買任を作験寸’6ことtlでき6．

s．子とfb蟄o慶富

　この学品の子どもたもは4∫i半ば遣5塙から、素困村「朝のAピーチから」の拠服を読雌て

tている．

　最初かう租緬的に1罰に出Toタイプもいhば．2孚漸の縛わり凱になって初めてやった子もい

凸．fスピー。チは．†6のも聞くのも｛裏しい．漣財二れれ匡†：くうjhLしいJというのめ1鍛近の

あ6郭の干の圃であう．ディズニーランドに行さました．というような発轟tt多n・Oた量胡の

ころに比べて．「休毎助聞に二おり｝にをしたい人t±1まく仰ところに高てください」というみ

んなへのお僧い雫，在くし鉤を揖してt1しいtい）お顧い，かまきりのtu翻を属ttて粘†q究

取、手悌OSワラー一やおいLいドレフシンダ仰這露．”え敏など、白窮雌多様になり、モの唖

tのブームになるものもあb．

　皇た．書くと8に．新しL噛薩『昌を卸リ1二t、とも、うE求S：鮪理なく出てく｛Lよう1二なってし、e．

4．bGいと攣■齢■〔3学閉　こと1ゴso時問のうちOP　30時刷をあてる，

　t）ね弘亀’

　　・』ミュ昌ケーシ』ン＾の興旅を宥てう

　　・話せ昌．書けるという繭足感を些含わせ石

　　・鷹店に立脚し舞多様な二とttの俳験をさせる

　伍｝断■‘応時間のおおよモの醍れ）

　　4朝のスビーチJの串ワイトポードに．睡し之い子郡自発の名酌〒ゲヰワトを貼る．

　　・岡全‘t日直．書紀はやサたい子茜監の堀缶はくじ弓1魯で旗め丑．

　　昏ひとりひとワスピーチを行う．

　　・モの昌壇、質団や畠懇を交儂†6．

　　・£田縛わつたら學手投馴で．モのB書くものを増ぶ．

　　・界ビーチが遡ばれた号」と戯田≡とで．田顕して岨販にコ：躍を書く．

　　’みんなで匪字に亘せ昏と二ろ．盲き足したい二となどを据厳†益．

　　・それぞれのノートに．字と整で序品をしあげ7；．

5．事齢90掌冒的口圏佃O時間の19時隔口】
皇な学聲活覇 学習内！酢と【唇告冊蝦点 佃意滋

・【今日の呂ビーチ1を ・潴んで踊†慰醍．閏こうとす畳賃拘ち ・無河ちよく鈷せる

十る ・丁寧な且峯と蒔晒仰信鑑の腔い壬｝げ ように．

・買阿や晒思のやサとり ・尋ねろ、等えろ．その釈況に耶じた対応 ・子どもの且繊での

を†石 やりとりを究切にし

・瓢‘二入oたものを遇．…： ・臼丑｝の甲1断 つウ、』賦歳聞を囲

・作乱として良いものに ・よ『旦く凸r弓ことへσ⊃思」雲 昏．

寸’る量見を出し倉う ・その手なりのエフこ

・ノートにかく ・文宇と帳での表現 を憂しむように．

1
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笠開冊等モ蛮　唖1甲醍12年　】よ「，LN開研究舎　　珂i‘早鴫1：畔智　〕よu

：［事　　二とば学智指i耳粛

2胡

9：ca、9：40 t　if・　1組敦盛　　指導者　注　川　阻　子

1．■蟹　　乱噛めカ｛つし」：δ据ん　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

2．値“につllて

　①　　「ぷゆめ罰つしよb距klとい号冨■盤‡

　今回4t．田膏館かボくのとも盤作鎚「み申めがっし上うだん」を臨り上げる．　fft：Kちた艦．

汰の柞に花や延にな6ものが小さく隠ttている木tの冬芽．子どもたもほ木の蛋は見ていても．

4Pには的つ之に瓢炉つかなLi、この非は、モの冬耳の不思鳳なおもしろ忘を私たちに存｝｝に

見せてくれ6・

　史た，τ7，んな‘土　みんな‘土　卍rのめだよ」で轟缶土弓3キ‘±，上く見うと人の価のよう1二蝦Lえ

る冬芽の蛮iとマ・Jチして．もの言わぬ臼鮎罪の声を伝えてくれるかのようである．言撲のもっ

ノ」ホ耳耳からのメッセージと櫨ま尊て、硝しい舳果を上げ’てい6．

　二とrtの学習tt，コミュ＝ケー’：　Dンのカをつ；S　tt　n：ら臼分を量かにしていくことを瓢って

内堺や方濫を工夫・5凸石ものである．モの二とをオ咀におきなn；ら、鋒攻見遇こしてい昏小さな

冬葺にスポ7トを当てて、想悔をふくら富せたり與喪をひろげたり†石孚習活動を贋麗して融

ようと思う．

　⑫曾冨met
　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

：轟んなは　みんなr上　邑の市だ上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
ウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…；瞠ろ1：な言tば　は斗τでて　拡”五巳芒く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…：’り’リパ？1“t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…り

：t）1よ　：｝コサt　亡tう”も

i牌｛に6t；：t：t・かな　　　　　　i

i…　軸　　　　　　i
iみん姐みんなにe”thtiよ　　　　　i
：n呑‘；な1－tlρと魯れい1；なbhtit　　i
：’；ツ’47バワパe”

iたいよう5nt・E　tr・ittt＝・；・ttst　i

Ycヲ，‘，～～　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
：

：非んなは　みんなは　藤のめだ≧

i愚の尻よ　　　　　　　　　　　i
　　　　　コをコココロ＋＋　＋ロ　＋ひロ　［＋ロリ　ヒ　　［　　ロ　ココ■　ロロ　コロ　ロロサ　　　　＋

　入学してからのいういうな4習体駐のrt，で，　seをPtに出してMむごt、コ「で関くこと・身

岬を通して響きを応じろことを大事にしてきた．且甲生の子ど心たちにとって、君翼は冥宇と

して紳かに推在†6M柚手とい号より，直鼻のわくわく十る心とっながウて動き出レ推とば

し「“　fi己N出のひとうの手置で缶6．モう捉えて、モれが表現と呼S　6ほど韓らilたもnでな

くとも．ひとつひとつを大切にす石ように心が吋てさた．

　め弓言甕に蝕発されて．モれぞれの干どもt：SU6ものtt違う．さらに．醸じ考止た二とを

Nす君呉ums）．モれらを、学伝の良い雰囲鳳のなかで互いに聞き音う二とt：，コミニニケー

シpン＾のXHttttttとカを官て6縞とtt　6．

　許の言粟の響きを．声に出して圭ず：t十労に壁bいたいものであ呑．

　①書S6馨．質り蟹bVへO闘歴と富なぎL
　季節aSt；障れてい弓舎の時ttに．言粟や駒事への慮性を酪き，豊かに†るた由に継．直檀自

飾の壷に慎†石体験卓欠かせない，子どもたらは入学以病．監歩に出かけて「はいく」を調石

という店動を折に鮭れて行ってきた．脅で1±rn折ワ設えて五七五を生み出すことにかなり偵n．

ペンネームを垢えて作品を作るようになってい邑．

　奇回，冬井に臼を向け6：とで．子どもたちはどんな俳句を鯉る躍ろうか．

3　百塵
　（1｝　写耳檀本の柚と跡をiして．言晃の響きを範しむ．

　〔2〕　年芽に開心をもち．実諏に見たつ里懐したりして偉句を朗ろ．

　C3〕　お互いの作品をもとに醒旭を交提し．駐さに気づく．

4　 孚口細糧齢置　 ｛2阜盲問雀丑｝、）

　踊1蹄　　　　rふ申めnlっし上うだん」を鑓む．興躾の喰起と学習日的の共イ「．

　節2暗く本嘲　f”ト申均」σコ既糀や話し者い、2身の鰹み置晦を†6．

　　　　　　　　ff　tpの僻句の柵互催買をす石．

5　‡葡O畢冒齢口

圭な学習悟動 学暫内暮と評缶の観訟 留量点

・前時の学習活動を里い起 ・冬芽あるい11革箇の慶化に細やかな闇 ・公霜などで撫ウて

二し．　隻」芽を実諏に自牙 ｛」・をもつ二と：罫でき」5」コ5㌔ きた耳附、あhば

で鑓して見た子の踏を聞 監大して、よく且

く． え｛1上うにする，

・fみ申め即うしょう起ん1 ・飾は箆ボうたりているのか，題輩の章 ・耳π橿本を｛出舐

をみんなで直に出して腔 畦iなと「、言雄に着Bし想憺で意呑こと 杜に丁解を柵て）

な． を踊L合う．
拡大ずろ，　．

・聞き合いがで魯るか． ・言髪o審きに黛を

付け乱

・r直いく」を考え石． ・冬芽とo出全いをテーマに十る▼臼分 ・モれぞれ垣島に書

らしい表皿を蛮…しむ二と1｝1で匙呑か畢 く．

・｛，品を匿賞し合う． ・良いなと屈帝たと二ろを摺摘す乱 ・忍瞑に貼ろ，

・巽1：良さを京め己

寝勢を火事に†ろ．

E

1

i

1

1

＿．．．．」
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掌ぴあう関わりを育掴教霊

／’1…’”

E
l

．，．　■闇　甲．ny」’　．．’．　　伽．　．　”　．L，　．r－‘一ゴ　昌．　：1．　．

；’ll湖lt‘金）

、下　．．，・r．、’klt・r．・甘r．：・・．．冒一」」凸一弔’ρ・［」　ρ一Pt－〒‘噌e－”國一へ1－T．」一　’ハ¶．也一“ナ」N“．一か由一＋’一F一’F．．

藤’鵬監」1殖L占創
＃　lp陀

刎　　ことば申㌍1辮肺搾竈

Ii　l卸、fJ：jO　　盟erl　I川教笥

1　学　”　響「　　　flユr．d：ltt「み此この尋‘1

蟹　撃胃亭イにウいt

掴1耀書　撹　川　山　千

　二の㌍舳議，私仰増’壼〃jl瑚・…N身A’のri・s【輸」ドz’　）1　r」．　「ti　eに’Llロ1り7朔亀1二価蹄鰍

卿ず畿’缶び」とt，tしで鮒’さ」1．、　roo1　lftl：　lx副‘II串鮒P4－，　＊’1　V－t）になう畠坤剛さ

んa．・，v蹴th＊i1』てほ厳切ぬ1レ’1、で♪，サ、fh・塩このA：口i？’川1硬裳雌さんとの’購で，ノr隅

娩nt　i：　tt　o’CS，eh‘，中S」り邦い、lr瓦物贋li’C’あξ層，

　1－tsごv，オ1’：Vt」．櫛・な此の」二に冨り餉ガqfoんとlxつu＊V」‘r・ゾ㌍’ザクツび，勅‘

’r　L’　t・　’r　・lkい舟挿荊で、四串のIJ　v即：JりVs叩’t’」，ろい乃なiJし4・dりを十ゼh」・うb毘て

いた郵じい拶ん痢冥なr”た：と、MN，P．　y）　：　e、　n脅荊1拙量、たと匙卯二と1二れからの惰

しみωゴ尋モf防r，説世にほ、小i＃　tt　t‘叫蟷い仕馴取凸1‘イ・二とで．1埴てい弓とい骨ことの界

い且饗を瓢づか・贈てくite｛’1かtt脇削していt”．

　t”（pS二均陥，f」∠い野叩1：＋ウくりと慨つ1本げ，大魯なホ，銅抑なh・t，ばんぺ冒叩と雌るtl、

｛恐嘲1砧｛叫砧卸」，哩・かb“，｛・レ‘且＾起りぶりと離面鴇射1’τいく聾．どのべ一ジの町

貫に‘，ことばFMX，r±i咤、tt層口』もず，そ’Ln［．實催曹かな曲1珀の岨となりうゐ、

　tl、は，ゴ1分の蝸が助かr，た1‘‘．、瞳る仙仰ひととOに「li凸1二れ」曲，型げ」蟹にな．1　ts　v．野

那のMl£1：　tt　r，たりしなが肌圃馴訓」鼻甜ゆをレくtfiり田1か・ll尭二とをなつカ・しもリユい出十．

繊eq＋1・うr，に脇も，字仰ないと二るに物紐曹5止ざJlにLbとeていたr）しい．

　翼・t：t唱ないかt」二そ、ドIIIIによyJt“，そ凸いbtlMt｝．二t’ぱ曽官て石たbに，ときに1」弐

切かt」Ltt．ないと思う．

　1ザ寡岨ホ丘帆1．1鵬、nts叫｛1の畠1止の対航缶1酷験し，想陳かも“1陶hと二とばと心を胃ん

でみたい、一．・　v）ような即い暫もOて，tt岡け二の寧転乖背阜1に｝脾んだ，

11　こL・　lt　an缶ぴ，馴ワ廿：）；an　t　v♪M－

　1と｛、に灯っ二とぱの学盟」t・　4k　rJと魯，：　L’　ctv）Mi：aあdi心を川オ，ずに拙いC」iLない．

　圃じ伊」鄭己て1脳じt・　t，d川人1二よつて血勧‘、そ九をモ」L刊切1二とlfに置息騰北て誰

して柳めて趣いtt．－Xb．そ二かe）　S引一｝・もて，　thkV♪雌じ方の倒性ぺ嘲もしろさ、ガ1カの

斬しい｛脚の画昆力の砧．E－・・oなt彊りていく闇

　と1圏に”つために櫨，tl　bl　V）心t一二とばTeNMで台石二とと，仙人のことぽ曽聞1｝，モげ，心

な，田う二とが，閂，∫で凸な1財tぱ耽ちないμ｝だろ先

　計い携比hば、二とltt心の1！i疸なやリbりの棺餉を盗膿に萌むなかで、ともに宵つという

で魯ごとが，IIりくりとh地さtLtいく伽配ゐ号．

　モのようttrt田V）脇り取し命，ことばの時間の腔のひとつとして大切にしたい．

1
L－＿一．．＿．一．一．．．＿一＿．fi．＿一一＿＿．、＿．．＿．

、山＿一“Jri一囲　一由．ni 　一一一r－＋一L・一」一 I

賭　‘　t西 IFt」　1，｛f，　　．t「」
1

・l　J購

　Φ　叩真絢濯セ」監く見て，みんなで鵡し脅い，思像を広‘fろ．

　働　ホとの身1島を副融L　｛」の那なりを廿二非出’「‘姫」Jt転，”る．

轟　学冒陶櫛朗断｛6咄問揃い）
Φ曲㎝④ rみ化この席」の繭｝璃を・して、卑真とことばのイ〆一・ジをみんなでtsし脅ラ．｛U｝

「li　rJ　1：IWを士1細見τ，71・真が踊ワかげてくるものをモれぞれ渉よむ．‘2｝

向よるにiuのしのボたりな，さまざホに扇しむ．12〕牢町2／2

町真蜀｛の帥崎一・賜さんの昌血本＾の思い琳‘たちの血」を聞く．‘P

o　率帥のねらい

　・‘1分雌1佃かになうて．凋；との潟し4・’こvを’t’る辱

　・旭鹿の世界を」」五いに出しttっ幽‘．｛♪のぬ1なりを鞘凸．

T　ホ輪の学即旧w置1町

：駐な輩闘儒勘 禰綿．L仰田且点 揖考

1，塀真拍ホ由，べ一・りず ・心の佐かで‘川監な纏馳をしながら ・スクリーン1二大き

5

っ卍iりてじウく”見る愚

ﾙ，曲分那，オ｛とおし噌・属

観凸上う1二†翫

E席を」血り喜く自幡の申の，Aやも

く映†．

り†ゐ「何」になるか零 のたちをいろいる思い禰かべさせ

16 え哲昏 石．

臨．どんなおし脅べりをし ・よ’「1腹fビ1，で』よい．全陪のス

ていろのか考え凸． 卜一り一でもよい、

ユo

’1，苑礎→辱臥凹廷合う． ・いるいろな世点．ものの見力』tl蛆

てく凸上うに†翫

⊃5

臨，は乙1二れ嘲財盟を劇帰τ・1」 ・旭歯を塒しみ，7’んなで創り上げ

｛｝． るように宇る．

40

1

F

＿一．＿＿1
＿　一一＿．＿＿1置　　一　一

1

一　噛　＿闘　と　　．　　　」．団　　＿　1　r旧　．」一　も　．」．　．：　．．　」　」　．．り一　　㍉　t占　凹　．囁巳　F　・隔　Lb　i　片　．　．．．　「　　，　，　　T　一　「　，　　‘　1〒　　可1　「㍉　．　．　r　　－　

1

｝

、

聾　　研　1　　罫　　隈rl　1コ帆　　　」：噸

切｛1㌔

盟欄　ことば学槻撫導案

碧’tllI1｛革，　01甜馬喘O：コ0

品Lf｝い　　　　　1“：，o一・！い雌

l　llt　m　　τ闇匹t・mし虹う1

2　叩元に弓いて

温’1瑚舶時駐號

2ftW　Mct罫

掘導什　恨　川　蹴　子

　「嘱家は、峯颯に人昏柚に島十IHたり糧りのない世闘話な配士・i’th　s二こで寄ZZ　V）Nit：を兄

町め．モUt堺に騒k篇eた噺を糎んで蘭じてL、凸の虻、二歩して一踊一’虫、能高の一席丑‘でさ

hS：う，配から岡じ噺も、凹催oいて軸おもしろい．ひとりで寛曲LてfEられる，1±MにMの

ない二の晶量には，並戸伍堂のさまざ此加：瓢1；　t：　：　V）　C，　tLt興reい．」（meVn二r訓■jl咽10，

　耳盟という臨葺1叡取寳や朗焼のよ｛｝に，兄る二とや聞くことモの喝Lのに重さ小品石1｝仰と

や｛・歯，て、世靴と聴冗を十t；ylこ備かせて曜買し、モの“仰畔囲弧を南しむもの嬉

　噺の尚■」半であ凸嗣躯と、員け：rで｝，凸鞭Ft；、一伸となってひとつの11二品をうく6という

rともに制珀†■）　u　es　iがあ邑．盧た，㌫辞苑ではt一人o）za富轟1M稽’t　t馬盲墾巴人噛の虫話

n『」りとりを土とLて世め．モe末「監に躍｛オ’チ｝をウけて慰曙虚員』tもせる』a）1と吊踊を

暫：里してい呑．

　なは．おt｝しうい二と．X一えT．二とが大好き吐女の苧書したtJ　I二，苗謝とい・〉　Ns　tlla　Jlのな

小で吊かれて昏t－　：E　；1」LO、人岡的で1凹かAのあ6S即Ln一嗣を体職させ此いと毎えて。この叫し

苑をM“SLた，

｛t］「閣わりhって学ぶ’」」との閲遷

　唖元を肘閣†凸恥ホでの川暇的セ：Fどもの誉として．旗のようなことがvalfら直L弧

　　・うケ阜嫡曹澗んゴビけ、’x「害しよ動と一t’る力

　　・湖さ手とともに噺を壇晦．h5いは噸｛ヒわかうても屯｝おう～：†ろカ

　　・うなずく．監うなどの反応也もot、噺憩聞き蜘しんでいることを｛R実石力

　　・おもL．うS・eた、titl血骨蔵）二とばで柑乎に置せるカ

　　・庫砧輩の訟葺かち1ミさを郎じ昨b均

　cx；と【：部公の礪究主理と轟隅湊

　　「ともに’rrつ：と擢の字習」セどOよう［二唖罰†弓か．書主ざ当な内難や方益∬考えられ石

なヨ・で、吐性「笠1，tを身一ウードにして卍る．ム．Ml：Nう二とのでき着唯一の動物であ凸と

ともに．Aft聾bせ凸二k鵠監できム蟄物であbと宮Oれるよ）1二、気いは人湖の特性を轟十忙

盈的な行轟であら，匡eて，話†・関く・zう二とe｝JC奪俸－a｝rtかで青うものは壱tざまで

六古い．

　車と．芝駅，個¶．邑？tsどと埠って，落踊催里座して廿われる需路葦“であることから．

壽のずとことltモ頃ものにE且S：塩中†凸二とにtt壱．二とttをよくon　S．感じることと，モ

れ告潤咽運り血覚叱†巻二とによIJ．二とtSV）カに覧つく竿ぴ跡鰐硯き1t凸だろうと考え凸．

〒’一’〒 P
　　L

肇　研　　一 ‘　　1〕　LI　〕　より
E

3　1Lon
　〔D解踊のi3　tしる詳を，聞く話†fmの量】i賊を逓して翼砥r書’石．

　⑪爽う．処えるということの晦抑で禮かな質の良さをjtas†凸．

　Φいろいろ壮オチのことばあモぴを禦し卑珊解1『ろ．

4　学留旧構置轍i　C14時聞挫い［

（Dゲー・プやCDで．郎訥竃の噸を聞く．［2｝

哩｝いるいろな椰晒，小咄を」睦tr．臼，

Φプロの端Aさんの凹舌聾を蝸しむ．｛11

④弧に入・うた噸を覚えて、小グループで聞昏脅う．｛3｝

面お｛」しろい躍請を．みんなで寄席をtSlリ，関些含う．く呂）木時3／3

⑪tPん摺二とを主とめ石．〔：）

8　本時の椙らい

　・苗言茜士瓶しむ．

　・略じたおもしろさや良惑を自分の二と‘ゴで恩十．

｛｝　本噂の学盟晒動1卜圃

分 山な学盟括動 揃噂上の佃意点 胴考

5 1，みんなで寄帽の閉桐を† ・濱婁禍の雰躍臥を思いli」させも． ・高庄に話し乎川

る． の座布団やあく

@り

E聞さ手用の座布

15 2．居絡を“十．闘く， ・1田き甲ととも1こ堀を爽しむという 団

｛是さにもよるが．数A， 鼠拘ちで括ナように揃岬寸’る， ・捌堰居動で1胴っ

・†な判二厘応でき石雰囲気をうく た酋…敏

看．興う，うなずく．抽乎壮ど．

，5 コ、77・ンレターを署く． ・畳〔1二入ったところ辱おもしろかり

たところなど、鈷し乎を応壇する ・ボ汎冒7馳一「判用

気柵もで書くように櫓導喧’る．

40 4．爽しい開わ引二っなが6 ・予どもたちの轟皿の申から拾い口」

二とばを見つけ凸． しまとめる．

E
i
i
i
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1

、閣e…寵童　嘔1耳旺14侃　1より 、隅緕究A 耶庄1‘ff一

2J口‘日｛血｝

3　IF．

2紐　ことば学習指導案

B：SD～9：ユ0　　3D敏境 摺導脅　掴　川　障　子

1　叫　泥　名　　　　劇「fitt野屈のパVMス）を；sんなでnt6）

2　二tt主での話動軽緯

　コ乍生‘土12学期の網駈括断の鮨間に，1La人の幣卑圭体を日つのグループにラ｝teて孟5

時間迎度の羅司瑠捉活勘を行ウた．その中にr嗣」というテー・7t：あり，岳兜晋3B人でrお

1…さエバー，1旨がサfiキなら，阻はグー」という劇を閉ウた．

　白本を醍融ながら．臣のイメージをつか毎，やVたい畳を惰じなホら鮪Pすじを躍解してい

った．そして．軸互いに量見をtisしあいながらよりよいものにLていさ，1嬉生些Z嘩生，環

のム”ど．」FSXさんに見てもらウニとの嵐しさもち亀…わった．

　2孚期の最1畳に謹題別の晃説宜をしてお互いの皮皿を掘1露しあeたところtUb訓をやって

み瑠い」という磁想雌出てきた．モニで3学用腔．二とばの時間を甲心に，圭員で｛学騒ごと
の亀りltI毎になるが】副」｝1りをして巧凸ようということ「こなった．

　在せ在ら．劇を舶リ上厚る酒程で子ども迎t：守＄ものの大暫さを窺昭†看ことができたから

であ｛　．例を．二とばのカの観煮から且作酌に単げてみよう．

・耶丁　弛のt’リフを聞いて，モれを畳けてll　f抽叶「動†る，そのかたちをシ十リオに旧って

　　　　身にo；t6：とn［できる，柑；，ふだんは人の話を閉かない口分中心のMo）子』1，劇

　　　　の中で何度も失咄しな∬らだんだん入のアrに耳をi’まずようになqて駈、eたの浄印亀

　　　　的記った．

・ユーモ7と橿侃　　括動の，静ば頃、ある股理劇の形∬できあがってさたと二ろで，4甲生に

　　　　見に集てもらOた，湘客さんが笑やてくhた二とで「繭じる」という憲随t；3に芽生

　　　　え龍，とeさにかbES：fiくようになる．　Pt　t：も巽儒が出Xoよう1；な乱閣bる柵を

　　　　盈定寸昌6ことによって，rAbVの賀がはO＆りと賢わ，た．

・批割　人に対Lて亜」搾す弓だけで催だめだ．白分も，君うからにはやらなければならないc

　　　　モういう二と｛ヒ．劇を加うていくなかで文句を言い合う佐かで学んでいうた．批郭1に

　　　　は追股的であるうとrf’る盗勢が大切魁という二とを．石師を廼して干ど』なりに麗匪

　　　　でさた．

3　ことばM角の研究圭題との閏瑠

　fともに青つ二とばの学麗，を＃疏diとき、二とばをやOとリ†6．墾しいそして琶黄あ看

堵の朗出が大切である魯

　学紐のなかま40人で，7イデアを出しあい、棟智すろなかで貫賢や批判を騨り上げながら，

ひとつのものを劃るうと十6．モの過冊で．日需の私ではない「投iにな6二ともあり，いウ

しと這う払〔口分も友虻ちti）のA見Sh6　ttろう．また．　MIS見てくれ石人によeてfiてら

れ｛　．卑さに．ともに脊つ学びの婚に虚りうゐ祀倉的互豆的な西勘であ凸．

L

1

1

4　目撮
㊤　劇のストーり一を理馴して．弄んなとの泣働のなかで血分の殴蹴を創遭す呑血

⑫　二とばを人との開bりのなかで身体酌勤艮的に健う．

「．ロ

一

塑

5　孝帽揖導計薦‘t5恥高）

Φ　右峯を㍑年，Xトーり一をb昌印やり此い世を考土6．　C2時剛

②　変轄でいろいろな口rになうて蹉みなt［ら．イメージをUt　6．｛3唖間｝

⑪配投が民まってき之ら，憤謂のプロに7ドバイスをもら｝．｛4時励

④　灼の学僻の人セ狙拘して．且てもらう．【1時騎，

㊧　fi　Sナたちでい6いうな工圭を重ねてよりよいものを届っていく．｛3時同）軍防3／1

⑮　窟σP人を招押†邑、〔1峙間，

e　三芋んrビニとを二とrゴでまとめ己冒　‘11S閉，

fi　竃時の拍らい

　・よりよい鰐曹劃サ上げでいくために，訂分でよく＃えて行動†る．

　・量JLを出しあい，関きあ’て，みんなで断」いものを創り出す．

7　茸：随o＃習摺耳量｝岡

孚習括勧 学習肖堺 留意涯

1、いま庄での纏習セみりか ・二と1工を編含うきり言「う二とや，　噂】 ・餅の泌れの吐かで

土り，弁日気をf・川之方ぬ； っくりめに言う：となど，いうも 旭いついたアドリ

いい二とをみんなで確紹† お互いに症彦しあうてい凸二と魯 ブセ大切に†凸よ

ろ． 置い出†． う畜こ言擢かけ†

2，瑚魯通してやoてみ石。 ・劇のなかでのお互いの闇わりを…晒 弓．

しみなO宅ら，　二とrfとからだ全咋 ・劇中での闇わ噂方

で畏現寸』石． を盗しtfように朋

3．・甲蓼許えての章見を出し ヰ意旦は員胸：的に，　どこをどうし匙 言†弓．

あう． らよいかを言う． ・生籠的な批判を大

・妊雌もでき石把けたくさん甘晒化 切に†昏．

†呑．

日　1尋径『｝観点

　1主引10分o言いたいこと、やワたい二とを穿岳｝に伝えてい石か

　　【國和】人と人とのやりとりを聞いて碑露しっつ，畠分を堤貌してい6か

1

9

i

1

1

F
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’、 J研祀全　項　【耳二醍1‘甲厘〕より 、闇研記会　項‘翠程14畢　〕より E

1

1

1

1

3　rp・

2nL　ことば学習指導案（改訂版〕

2月ユo日‘木1

授墾についての話し合い

9；50、IO：］D　　　3　D倣密
　　揃碑者　日野屈　筑咀先生｛聖盟｝加国鳳南院理事長｝

　　　　　洩川　隅子　　｛おF，のホ女子大用属小倣鵠1
【o：50～11：40　　3D鞍1孟　　　　　’・

111L元　みんなで辱えようr年をとる」という二と→Aの粧勘とは、
2　11【元について・二itまでの軽雄

　rLゴ事【n止tbevt　r甲をとる」ということ」みんなで生魯る21世伺、という孝がある．
　全12世C：ttプラ吐IWI｝のうちのza　s＃であ転鯉嬬や家蛙や陀害の団鵬、呂イズや藁別
や；死ぬ」という二となど．いるいるな角置力、ら人閃というものを「．モしてよりよい抵養を餌

るたLめにできる二とを、手ども蓮と考えてい二うというま唾旨のシリーxntで圭h　6号
　それを，二とばの暗澗に「卑んなで考え6」学習材と†ることから孕習を晶め番．
　1ユとんどの子『どもにとうて「「老L、jn迫い瑚暫であリ、「蜀（L・のあ乙テL一甲とri謂「えないh・も

しれない．しか」騒近身廷な人の死缶体鹸」起り．お届にっいて口由作文に橿っな口Lてい
弓子もいる．誼にも子どもの時仕ぬ；b6よう‘二聾、つか高齢＃になるときttく凸．」眞くて迂い問
題について直睡と想｛皐を尚かせて考え．粥伴馳5ゴ罐リ史ぜながら憂犀†昏ことによつて．「面1

というものについての碍置を七れぞれ新たにかたらつく6二とができるのではないだううか、
そういう，脅†く「に正解に趣tiーるというニとの鷹しい話凹、知凪と行勘を才霊黛に」口寓ウて求め

られていくような話題にういて．小学佼で小さいうちか与望！点を当てて｛≠んでいくことが人聞

控の殖達という息味でとても大切だと祉吐考える．

　さで．3隼生の子ども連は「宅いる」という二とを．どうとらえてい6の配ろうか．アンケ
…ト四売をしてみたCttMIOth　L含いrnre：t吊†｛｝L弱6，fi　i　6という暗い＿雌酌イメ＿
ジでとらえてい6子が多い二とと，お1昇玉をたく昌んくれ6というようにかわいポって「〈れ
6」存在としてお軍寄りを認接している蜜語ts尋か鉦上t：7てきた．っまサ．たくさんO二と
に冨んだり悲しんだりL，て、たoた一回の人主というドラ7の主人曇を生亡てい6「人］とし
て、かけ昂えのないf命hるもの」として対敢化はしていない．モh丑tNrkであ5．
　モニで．やはり「人，との出金いのチャンスを般ける砦翌があ石．ま噂」丁斬宅人¢封の方

寄がご臨力くださoた．距学で世界の入となかよく・バイオリンを塑しむ・笹手厩を措二うと
いう30のチーTに分かれて．子ども迎は，人生の艮いみちのりのなかで官まれた境ttt；日を
みはりながら側性豊かなおじいさま先生と語り合縣㌔いろいらなことを芋んtt．
　なお．一方で、祖父｛璋に眼甘†首括動を控背して行一7た．自分が均りたいことを書魯出し．
筈えてもらいながら各白がr1枚苺f　l記」に虫とめてい　XJ．子どもの「閉心のあ石：と」から匡

がっで．祖父母ホ「伝えたいこと」も封話の中で生まれていろ手応えt；あ石・臼監曙亮‘二匂い

てn縮ほ雌L含いにて，

3　二とば勘葺の研究主明rともに胃つ二とばの学習iとO闇迎
　「ともに育つ」二とを君え石とき，ことばの醸にth　b心を澗わ4’にはいられない．
　心の右りよう．届甑観の患Oて立つとこ弓．それらがことばとtoて表れろ．脅囲の学習で
は，年をと6ということを自分n；どのようにとらえているか、その詑踵をまず二とばで表し．

互い1：N彊しあう腫階がある．そDk．さまざ圭ts事実を麺ること【伸騒，によtJ、田鳳の駆
密が起；塾二と、それを「学び，と考え、る．モニでは「開わる」という二とが謂イントにな呑．

　さて，モこで乱は「蘭わ駒の質を高めらことを雪えうときL晃1に「Eく二とのカ1をは
ぐくみたいとMう．ことltは晃’1’る二とにより互いにfP用を丑ぽし，寧びの空閥に瞬たな世昇

を作リ出十．それを鐘かに支えるのは何よりr臣くことのカ」だと号える．
　よりよく聴くには，庄息謳さとともに他者を舜け入れ邑糀梓が9・舜なのだと思う．

t

1

　‡畳案では．内科匡として長牢医学塀托に揖わり』t在も幅Mくご悟躍の日野屈重明先生に．
子ども遡は聴訟麗をre　eてr命の駐動を聴く∫伸勲をさせていた躍く．

　駈たな出全いのなかで．子ども逼は∬を†虫し、心に層く昼覧をたくさん†ることだるう．
　ひとりひとりの学びの萱毛Fを｛E寸’†梶【らしい俳騎｛Eく二と】　になると儒じている圃

　宅いを学替のテー岬にスタートしたのtとt；．当幡の二となSTら幅払や匹整など．いのち白騨
旦宇る平kな社鼓を誕死申石た晦に匡店く距い倣W碍死t；舟tt　te・要であ愚二とを、馳元半ば
で哉めて楕感している．生居の体敏から鮒逝†ることltの敏”の新しいあり方についてさらに
考i読けたいと思う．

4　訂棚
　Φ　｛且北田rに聞い此二と学んだ：とをr1枚ξ弄ヲ巳iに轟†．

　¢gr爺宅入の皇3の方と叩交詑を過Lて年をと凸二とのよさを知る．
　③f曲の戴監」を鞍き．いのちについて考え5．

5　t＃習揃耳1｝圃｛全12碍問1
①どう」て「年をと6二と」に弓いて考え呑の？
　「rpをと凸1つて、どんな二と？
②　年をと6につれて、
⑪　祖試冊にいろいう甜いてみよう
④新老入の会の方と話ワ音おう
⑮　「命ゆ厳動」を】臣二う

㊨　窓且xを至8…十6

　　　　　　　「宅いtの体肌・覧軒鄙を躍む　〔】助剛
どん吐二とがお塵ろの？　　祖．くi垂の4瓦等から‘2”周X

融材店勘
体量受蔵

P野岬【屋明先生暢別曙晒として
　　　　　　　題み合い

目時局｝
‘3時M）
‘1時間・一率唖】

｛1噂閏）

【ライフプランニングセンタ・一のVi寿のこ塩力で計酉卓突現してきました．「拡たちの遺

冨」　　智めぐ凸孝習も二の雌元艦引き厩き行いたいと橋環中で†，

5　本賠仰ねらい
心皿の諸を聴くことを中心にして、いのちについて日野疎先生のお鮎を図魯、質澗したりし
て自分の考えを深める二とttでき畳．

7　本噂の学習指導計団

学智話動 学習内窮 宙章塩モの他

1，組父母から孝んだことを． ・左だちの踵を聞き、モれについて ・駐材して学ん証；

一臨硲記セもとに話† 考える とせ．臼分のこと
1㌔コ名　　〔革馨5分｝ ・かけ雌えのない人ということを確 ばで盗†ことを大

田†る 切に

2．日野耳先生のお舐を耳く ・聴詰囲で心脾の音を聴く ・藍しく垣ることの

｛釣30分， ・91才の心巴と10才の心n 喜び，七ンスオブ

・いのらについて ワンダーを穴切に
：］．　きよ　う1貯Lく学んだことを ・ひとワひとり」弊，自分の｛≠びを且

書く　　　　〔均5分｝ 照｛ヒ言副ヒ寸’る．
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